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Bih RA ヴォ ル ん が 下流 草原 の 石油 

ZARA WFOURRA( LIAR O RZ 外 1 件 
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KIRIC HED SRI Ik Alm, Py, Sp, And, Gr 及び Uv の 六 種 の 端 成 
分 或 は 基 の 何れ か の 混合 で ある と と は 周知 の と と で ある が , Hh Tl EME 
量 含む も の に は Ti-And 分 子 (CasAl2TisO:。) の 存在 を 認 む る 者 も ある 。 
然し と の 純 分 子 に 就 い て は 未だ 物理 恒 敷 が 知ら れ て 居 な いか ら , 本 議 文 の 
如き 考察 に は 引用 する と と が 出來 な い 。 伺 し 幸 に も 局長 任 産 柄 机 右 中 に 含 
まる Ti は 極め て 少量 で ある か ら , こ と これ を 除外 し て も 大 葵 に は BRAK 
い の で ある 。 
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Ax ie 20 lt FER O— AK (I. ML) が 本 誌 第 24 98 6 DEICANU re azeRE 
MAOWZ (1) OBM CAT & OTC, PIA (LBS EL, 基 の 結果 よ 
DAL BBSE & WAS OVE LE & SEAL, BES (CBBC ICH C 研究 し た PN 
kD SEM L7e(L EARS LB E ITU, T OFF Almandite に 於 て % 物 
PAPER & (EES & LIBR NR ET FH 明 よう お る の 


Ps She 
cLearmirk On BX 


—Homean 筆者 の 一 人 1M. OFFICES RAE a ls ih 
形 に 大 小 二 種 の 差 が あつ て , 其 物理 性 質 即ち TS, 比重 , ROMP RO 
Ke 20 2 EE ERASED MV OUL CHO TS 故に 其 化 邊 成 分 も 赤 分 析 上 検 
出し 得 べ き 差 異 が ある べき で ある 。 MIC CO LMICHY THI % (IC {LBD 
を 行 つ た 。 

ABEBROLERAROLBK 本 結 品 に は 不純物 が 多く 含ま れ , と これから 
純 質 の 分 析 試 料 を 選出 する は 容易 で な か つた 。 約 2 グラ ム の 試料 を 題 微 鏡 
下 で 選出 する に ニニ ヶ月 余 を 要 し た 。 待 場 の 比重 を 測定 し た 試料 は 本 分 析 試 
ELEMUC OCHS, TOBBICHW TVA RURAL * BBC (EBS 
析 を 行 つ た , HFG RIS BSRICA TET HS, 

第 室 表 ( 大 形 結晶 ) 


人 木 R AR 
GO, 36.37 36.02 
TiO2 O11 0.12 
Al203 20.78 20.44 
Fe,Os 2.97 a WE SHG 
FeO 35.64 35.56 
MgO 1.33 1.10 
CaO 2.96 2.04 
MnO 0.34 0.30 
HO 0.64 0.62 
Total 100.44 | 99.38 


第 益 表 に 見 る 様 に 両者 の 分 析 の 結果 は 極め て 近似 の 値 を 興 へ る 。 今 と れ 
等 の 結果 より 分 子 式 を 算出 する と , 
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八木 分 析 の 結果 より は 
(Fey, Fe gs Mey Cago Mng ls)299 (Aligg Fe )200 (Sigg7 Tig.s) 298 Oj2po 
宗 木 分 析 の 結果 か ら は 

(Fe Fe Mg;4 Cayg Mn。) 2995 (Alig Fe’’’5) oo9 (Siggg Ti,) 297 Oj 000 
EGS, THBLBME GMT ZICH YO, WE O 原子 比 3:2:3: 12 を 得 
STSDIC Fe を 二 様 に 取り 扱 は ざる を 得 な か つた , 印 ち 其 一 部 は 少量 で 
は ある が Al に 加 へ 基 合 計 を 200 と な し , 構造 上 Al 原子 の 位置 を 占 む る 
も の と 考 へ 残余 の 大 部 分 は Fe’, Mg, Ca, Mn 等 に 加 へ た 。 か くす る と 上 

記 二 つの 式 に 於 て 其 合 計 は 300 に 極め て 近似 の 値 を 得る 。 こ と の 結果 は 化 

Baik Fe’ 及び Fe” の 検出 の 誤差 問題 を 超越 し て 構造 上 の 問題 か ら 
重要 宜 す べき 現 人 名 で ある と 考 へ らち られ る 。 

EERO RAROEBR 小形 結 品 は 前 者 の 大 形 結 品 に 比 し て 不純 
移 束 く 分 析 用 純 質 を 得る に 比較 的 容 易 な る も 猫 約 2 グラム を 得る に -- ヶ 月 
RER LC. COGREINVARORAIES A BIE [ELIT EM TT ALES} 
BE FFO7TC. FERTIL PRICIER C HS. 

, opt (NRE) 


Tae 木 家 木 
Si09 36.18 36.32 
TOs 0.11 0.12 
Al203 20.55 19.67 
Ees03 SS 2.11 
FeO 36.84 38.33 
MgO 1.19 Lote 
Cad 1.05 1.01 
MnO 0.96 1.07 
H,O_ 0.41 0.66 
Total 100.86 100.40 


HACC Fe APH DLE TINT B & 
(Bey 5 Fe’’o51 Mgy5 Cag Mnz) 997 (Alygg Fe’’’g) 009 (Sigge Tio.s Al3)s00 C1200 
RAL E OES St 


(Bey Fe” 9g, Mgy4 Cag Mg) 99g (Aljg1 Fe’’’g) 200 (Siz99 Ti) 300 P1200 
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CHS, CONHMLOBRICS Fe" &TocASeK-Me Al CHF 
計 を 200 と し 残部 を Fe’, Mg, Ca, Mn (cJn~S tL HGihld 300 に 極め て 
近い 値 と な る と と は 大 結 品 の 場合 と 同様 で ある 。 唯 この 場合 が 前 者 と 僅か 
異な る 所 は Fe’ と Fe” LOR ORM CH SAA 5 ¢ (blob ic Jet 

因 が ある と 思 は れる 。 

要する に 大 結晶 に 於 て も 小結 醒 に 於 て も 上 記 の 如く 類別 し た 原子 比 は 
3:2:3:12 と な り 析 千石 一 般 の 化 自 式 を 満足 する る % ゃ の で ある 。 

im OOD 

大 形 結晶 の 端 成分 WG eT SICH DK ROWME OF, HI 
ttMnO, MgO, CaO, FeO ic¥#L Al,Oz, Fe,0,, KRU SiO, & 3:1:3 M0 
LEICA LC Sp, Py, And, Alm 4-2 VKL CGA, H 2 LHI OBS 
に 残存 せる Fe,O;, Al,O, 及び SiO, Ic HC FegO。 を 二 倍 し て FeO icy 
wb, Alm を 算出 し これ を 第 二 の Alm に 加算 じ た を 場合 で ある 科 こ の 三方 
法 で 算出 し て 八木 及び 宗 木 の 分 析 の 結果 より 見 出し た 端 成分 の 混 比 は 第 参 
表 の 様 で ある 。 


第 s 表 ( 犬 形 結 品 ) 


he As Sac aca 3B DUALIEB XV 

; | = tH L Fei RSS 
Alm 86.39 | 86.62 87. 90 88. 19 85.18~86.31 
And 6.98 6.86 6.41 6.25 4.77~ 5.04 
a 5.76 5.66 4.98 4.86 8.51~ 8.61 
Sp 0.87 0.86 0.71 0.70 1.54~ 0.04 

(RRR ORR VMI Le 3 eT | eM) MEER 

n 1.8271 1.8270 1.8278 1.8279 L822 or 1.8225 
G 4,242 4.244 AMD 4.254 4.230 
ag 11.530A | 11.531A |} 11.528A | 11.528A 11.518A 


BEI NL SIC NA ROURKE A Oi RS OUI EIEW.O ILC Ik BS 
OS, MMIC Se Alm (CATCH 1.5% 前 者 が 少く , Py c#T 約 0.8% 
前 者 が 多い 。 か く の 如 き 差 典 は 物理 恒 敷 の 算出 に 営 り 相 営 の 差 を 生 ぜ し む 
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る の で ある 。 

又 こ れれ 等 の 端 成分 を 待 場 の 物理 恒 散 よ り 算 肌 し た 端 成分 と 比較 する と 八 
木 の 第 2 の 結果 が 最も 近い 値 で ある が , 然し And で 約 2% 多く , Py で 
BI 3% ro THULE L ee a & FEM UL し た (bby 2 と の 間 に 現 
FED TEAC lh EBRS HIKE HAV ERBS.7TECH SMALE 
BORER RE OPERA C TF ORB OBR & TPMT AE EL BT 
LILA AICAR SY 1, 共 主 な る 原因 を な する も の は FeO の 測定 上 の 誤差 及び 
CaO 及び MgO の 測定 上 の 僅 小 の 誤差 で あつ て , 第 参 表 より 制 ず れ ば 特に 
MgO の 検出 が 不 充 分 で あつ た 様 に 思 は れる 。 然 し 岳 験 上 の 値 は 正しく あ 
つて る も Py に 奥 へ た 茶 本 物理 恒 敷 が が 少し く 過 大 に 失 し て も ゃ かく の 如き 程度 
の 開 知 を 興 へ る の で ある 。 こ と の 後 の 問題 は 重要 で ある か ら 今 後 充 分 検討 す 
C0 

要する に 大 形 結 品 に 於 て 物理 性 質 と 共 端 成分 と は 志 験 上 の 誤差 の 箇 園 内 
で 直線 的 開 係 を 呈す る と 言 ひ 得る 。 こ の 開 係 を 一 居 厳 補 に 論ずる に は 一 太 
HE EE SACP AT & FTOs A Ong RAPD FEAST & — PIC RTF 
必要 が ある , EC HAGTARIS MBA, PUD 5 FADER IC 決定 し て 欲し 
いい ので ある 。 


小形 結晶 の 端 成分 大 形 結 品 の 場合 の 如く 二 様 の 計算 潜 を 以 て 端 成分 を 算 


第 BW RR (Nisan) 


4 a a 待 場 の 物理 恒 敷 より 
ee ee I Ul SHEE Le Bib ea 
Alm 89.04 | 89.57 89.71 89.85 88.83~89.97 
Ane 3.30 3.14 3.04 2.99 267~ 2.94 
Py 5.29 4.97 4.72 4.66 651~ 661 
Sp 2.44 9.39 2.53 2.50 1.99~ 0.49 
{eB 3> ye ORR K VIL L Ie 3 WLI Peter 
és 1.8248 | 1.8251 | 1.8253 | 1.8253 1.824 or 1.8235 
G 4.263 | 4.266 4.268 | 4.269 4.256 
ao 11.513A.| 11.512A | 11.512A | 11.5124 11.5084 
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出し 其 結 果 は 第 四 表 に 見 る 様 で ある 。 

と 邊 等 の 結果 を 待 場 の 物理 恒 敷 より 算 用 し た 端 成分 混合 比 と 比較 する と 
大 契 に 於 て 一 致す る と 言 ふ 事 が 出來 る 。 然 し 悦 密 に 比較 する と と の 場合 も 
赤 Py に 於 て 約 1% Bu. THrit MgO OMA CBO do, 或 は 
Py DEAE EMICKEL ET ZPOMMNPChSS. 後者 の 様 な 原因 は 
Sp に も 多少 存する 様 に 思 は れる 。 

BES SIC) PAM AOWA IC > BROAN TC it Ree & (EK 
分 と の 間 に 直 線 的 開 係 が 成立 する と 言 ひ 得る 。 

{BARORRE I BHL ADEE 

FSET OFe (CBS ORE EO GEL Zetia op lL BRO: fs RIC SLB 
様 で ある 。 こ と れ 等 端 成分 か ら HMR e TEM Le 8 OIL ATR ANIC T 
ABBRO PE, IRR AICHE Tk FEO FR ICHW 7. 

KIBO a Fe JS (CTE PER BL EP OT BIC Lk Lega iE 
が 大 で ある 。 n は 0.003~6 KE, G は 0.012~0.024 KE, ay lk 0.010 
~0.013A 大 で ある 。 TALIS(LB DORA 5TH L Fe tigSC HS T Hy 
理 恒 数 か ら 算 出し た 端 成分 と 比 し て Py 分 子 が 約 3% 過小 で あり , And 
分 子 が 約 1% WATCH SUCHS. 

小形 結 曲 の 場合 を 見 る に 大 形 結 量 の 場合 の 如く 算出 物理 恒 敷 は 寅 測 物理 
蛋 敷 に 比 し 何れ も 大 で ある 。 nm は 約 0.001 KC, G は 0.007~0.013 K 
で , a は 約 0.005A 大 CHS, と の 原因 は 大 結 品 の 場合 と 同様 に 化 皿 分 
PORE OTL Ze 端 成分 中 Py が 物理 恒 敷 より 算出 し た 端 成分 中 の 
Py より I~2% 少く , 逆 に 前 者 の And が 後者 の And より 1n2% 多 
いか ら で あ る 。 

か く の 如 き 結 果 を 生ずる は 化 則 分 析 上 の 誤差 に 因 る 所 が 主 で あぁ る 様 に 思 
は れる 。 印 ち FeO, CaO 及び MgO Oto MAIL LO dn sh 
PUSDURILICHERE RELY ZOCHS, WD OME BMS THis om 
TEBE DENY L Fe titg GPO URL IL AIC FFL 2 (LMT ORE Lb GEAY 
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し た 混 比 に 比 し て より 多く 精 和 路 で ある と と に な る が , と の 場合 Fleischer 
の 決定 し た 端 成分 の 基準 物理 恒 粗 が だが を それだけ 精密 で ある か は 猫 到 分 検討 す 
る 必要 が ある と 思ふ 。 例 へ ば 屈折 放 の 場合 の み で る ゃ も 小 敷 跡 以 下 四 位 で 端 成 
分 の 混 比 に 影 絡 す る 所 が 相 営 大 で ある と と は 前 文 に 論じ た 所 で 明か で あ 
る , 然 る に Fleischer OJE4EMPFAS Clk 小 敷 昧 以下 三 位 ま で き 其 れ 以 下 は 
切捨て に し て 居る か ら 四 位 に た 壮 す る 精度 は 考察 され て 居 な い の で ある 。 


ABT IEICE L RO HB IA IHR APE EMD RS AE RIL Tob RAST 
も の で ある 。 Bi WB CHRERTS— 3 


~~ 


~~ 


昭和 十 五 年 七 月 三宅 島 火山 活動 調査 概 報 (1) 


mm +: FF ORE aks 
目 次 
1 if -e 5 ANAS OK WHE 
2 MRICS 5 TTR 6 ARs WSS > He EL 
(a) TERA ORE 7 FON SSOP RAK O 
(b) Mk OBIE 8 中 央 火 日 丘 の 活動 
(c) AK OAs 9 噴出 物 の 野外 分 類 
3 東北 構造 線 の 活動 10 38 約 
4 ice, PAN ROK 


ml 


1 @ 

WARE CARE KE KT, WAR CAF ORD RK 

DRALTVMEDORDE 0, HRA b ALN BICBRitLAA BAB 

島 せ り 。 溢 島 中 の 後 年 は 天 修 不良 に し て 度々 外 業 を 妨げ られ , 踏査 不 充 分 

な る 地域 も ある る も , 今回 の 活動 の 大 要 は 品 穴 する を 得 た る を 以 て , HE 
CHEF 0 

AHEM SIC UD, MIARG Te 2 UE Ws D Ze % iihBHRICVR DEI % 
謝意 を 表す 。 
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2 噴火 に 開 す る 情報 

(a) BAMORR 三宅島 は 明治 七 年 七 月 三 日 に 活動 し 以来 久しく 休 
眠 の 状態 に あり た り 。 穫 者 は 昭和 元 年 七 月 以 來 敷 回 同島 に 渡航 せる が , BY 
時 は 勿論 休 有 眠 中 に し て , PRTG BOT, 雄山 中 央 火口 丘 の 火口 底 は 草原 
と 化し , 息 生 の 放 艇 地 と し て 利用 せら れ , 中 腹 に 位 す る 明治 七 年 の 叶 火 口 は 
ャ シヤ プン 及び ガク アデ ヂ チ サテ 寺 等 の 負 茂 する 所 と な り , 同 火 吾 より 流出 そる 
迷 岩 流 も る 上流 は ヤシ ャ ブン シ , Fila 7 2 VE OBR Te SAK IC HILAL, FE 
所 在 も 定か な ら ず , MEE ICE & RAED Hd, (MR ELC 
HL, 噴火 の 生々 し きる 事 を 想起 を し む 。 

島内 に は 噴 舞 孔 , 或 は 特に 地 温 高き 箇所 等 は 存在 せ ず , ED IC BTS AE 
の 洒 線 に 湧出 する 温泉 に の み 火 山 現 祭 の 唯一 の 名 残 を 止め なみ た り 。 

(b) 噴火 の 前 浄 (4) 今回 の 噴火 に 際 し , 山 腹 の 火 品 附 近 に 居住 し , 一家 
KARO ARSHIC @ ~ 3 RR Rk Bee 業 と する が , 噴火 の 敷 日 
BL DRO PICA S & HICSS SAS INSEL SHE 感じ , 不気味 
な り と 人 < 々 < に 語り ゐ た る 由 な り 。 

( ロ ) we KO ee) re Saya TY TY (BROOME) Oo! 
産地 に し て 済州 島 方 面 よ り 渡 赤 せ る 海女 多 敷 控 取 に 従事 す 。 海 女 の 語る 所 
IC LAUE, EPR OBA Bi EY YEH IC IRBRE ALL , 洪水 せ ば 海底 に 鳴動 する が 
bn RC SIC KE AOR ATEL (, RRRERSZEUCR 
ICfESEX ke D , 

() 十 二 晶 午後 三 時 頃 よ り 問 断 的 に 微 圭 を 感 ず 。 

(c) 噴火 の 経過 中 火 の 経過 に 開 す る 情報 は 東京 府 大 島 支 座 三 宅 鳥 出 張 
所 に 於 て 設 集 記 鉄 せら れ た る を 以 て 同 所 の 厚意 に 依り 主要 な る も の を 次 に 
摘 鉄 す 。 括 弧 内 は 情報 提供 者 を 示す 。 

(1) 7 月 12 日 午後 7? 時 5o SSE T 5 ith AES ES BIC KIER Ic 見え 
KELME SH, BAK LU SS DC, Be Fed, 

(2) 同年 後 7 時 55 分 , 噴火 の 位置 は 挟 円 村 字 百人 山 な り (ERE FABRE) 
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(3) 同 午 後 8 時 , PERE LCM GH HEAT x Fe, 

(4) 同年 後 9 時 , TGR ASE LO MP AICL CT, 其 位置 は 環 線 道路 上 
約 2000 米 の 山腹 な り 。 同 方 面 の 住民 は 績 々 本 村 へ 選 難 中 ( 浪 着 区 防 園 )。 

(5) 同 午 後 9 時 30 4), REPENS TUL ¢ HEE x 7e DW, SEK % BRIA 
DMG & YD, PEPABLHY 5 Ke 

(6) 同 午 後 ro 時 1o 分 島 下 より の 避難 民 は 約 3350 名 の WIA, BAEOBE 
傷 多 き 模 様 (ili MS BGM), 

(7) 同 午 後 ro 時 30 分 , 太 落 の 人 心 動 挫 激 し き 鍵 ZR RUS ICED 
る 人 様 園 より 命令 あり (iii7G CSM). 

(8) 13 日 午前 0o 時 30 分 , 挟 幅 村 字 三池 は 危険 迫り た る に 依り 本 村 に 居 
難 せ せり, 負傷 者 一 名 あり (PRA EY). 

(9) [Ff LE, IEA OFT AH 10 名 負傷 者 8 名 あり (TENE) 

(10) 同 午前 5 FE RO 第 一 回 は 丸山 上 の 平 より の 如く , 海 岸 方 面 は 下 
HE LROHEE XRD ITE RETEIAR i). 

(11) [AP a 6, BRR PETE, PEA ROPE, SULU ASD > ih, PREG BE 
YER PIC CHK RED, IIE ANA (EN CODA C) 

(12) 同 午 前 ro WE, BR PE TBE < BHR AD 模様 な き に 依り 避難 民 UR < Si 
Hh, KARBEIC L CHE RID Y. MEKWOMU, THANE, HR OM 
DAIL AR F.C AUTH (EA BE ED bob 
IC ERP AS REM GT IC LY Bor IC LC, FETE < HHI HEH OFS DzP 
FS %ZEU , YEFE BRISIE TE ICEL ARE Do ES FORE I0 Pid KURO 
DATA SRE S b FERED Fe OULD SUS o 

(18) lal 4 I RRR RTE x ZE~7e 0, 

(14) 同 午後 4 時 30 SP, IESE N 7c SER EST OB AW IRE LT 
Bersth, PEREIC L CIE x BRIN } O , 西南 風 約 ro 米 。 

(15) 同 午後 5 WE, HWE EE OSE L CEL Ze UD, Hoda I ARTE I 
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(16) 同 午 後 7 時 , WDA Eu e. 
(1?) 同 午後 9 時 20 分, 焼 場 よ り の 観測 に HAUL 噴煙 の み に て 火災 を 認 
OS, REED (ENG). 
(18) 同 午 後 9 時 30 分, 一 時 爆音 を 聞く 。 
(19) 同 午後 10 wb FFT ASH HH, BEI — FS EET 
報 あ り (TaN SH). 
(20) 14 日 午前 7 時 , 昨夜 に 引 績 き 爆 彰 は 聞え を ず , SIC LC 時 に 地震 あ 
る る も 微 器 な り 。 噴 煙 人 告 店 な り 。 
(21) 同 午 前 7 時 20 分 , 行方 不明 な り し 島 下 部 落 の 2 名 は 漁船 を 以 て 海 
IC REM IRA ER BEAD FF FH SCHEME OI DH VO (HIGH). 
(22) fal4eai Se, PEO AEH 2 TGA RP BE 開始 せる も の あり 。 
(28) 同 午 後 o 時, 行方 不明 中 の 島民 25 名 は 漁船 に 依り 伊豆 國 田 子 町 に 
逃れ 同 地 漁 業 組合 に 救護 せら れ ゐ る 由 電 報 あ り (KES). 
(24) 15 日 午前 9 時 30 分, 三池 より の 報告 に 依 れ ば 今朝 8 時 40 PERE 
D , SSR 10 名 現地 へ 和 盆 行 せり , 三池 演 の 住民 は 本 村 に 引上げ を 開始 
し た り (FAA). 
(85) 同 午 前 ro 時 20 分 昨夜 ro rH LD KX Hts S ERE 3 回 , MERE 
Bs SHEER, PEL HIVE KO OPHAPIC LT 新 に EREL RH SZAOE 
gis So 三池 演 住 民 は 危険 を 感じ 本 村 に 引揚 げ つ ぃ あり (SEMA) 
(26) 同 午後 6 時 30 分, 昨夜 より 鳴動 激 し き 信人 鮮 人 330 名 本 村 SEC 
避難 し 來 れ り (PEF BEES), 
(27) 同 午後 7 時, HBO AR ICIeS AO b BRD dD, 
) 昨日 午後 8 時 30 分 以 來 本 日 正午 迄 の 有 感 地震 敷 5 回 無 感 地震 r 
時 間 に 付 2, 3 回 な り , 伺 し 現在 に 於 て 地震 回 敷 は 減少 の 信 向 を 未 し つい 
BY. QIAO wee Ls, 二 田 雨 村 境 附近 に 限ら れ た る も の 如 し 。 
) 現在 の 活動 其 況 より 和 制 断 する に 右 謝 域外 に 折 大 の 模様 を 認め ず 。 
( ハ ) ON も $ 清 次 銀 許 する も の と 思 は る 。 
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(=) 避 落 村松 ケ ヶ 下 崎 と 雄山 頂上 と を 結ぶ 線 以 南 , 控 田村 クラ マ 根 崎 と 
雄 出 と を 結ぶ 線 以 北 の 世 域外 に は 人 危険 な きも の と 認 む (AHA), 

(28) I6 日 午後 + 時 , 目下 再び 新 爆 紗 を 起 し た らし く 前 噴 灰 口 の 上 方 より 
RE AICPA ICC PRAMS RS FOS TMD D (阿古 村長 )。 

(29) [hlF Ge 3, FEA OPRSEKUE ICA AEE OAD HUES O, AAR AH 
10 Peps ZW L Fe SB IC MEZRD HRT IA FEL 3 SS, Oh 7 R25), =| V BISFPIC 
L Chi iD MAILHIET SHEET Do BPBOALGM ICICLE E ALL EHS 
BEAR GE (OK MSA BE LABS, = MhABFAO (ERLE IT REE BRS 
れ た り (FEMA HAGE @ Ht ARR), 

(80) 同 午 後 6 時 , MST MOH ILAS ( RES SICH V Fe Sh PIS AE 
な り 。 WEEK HEBASE Ih ee EE HD 7e IER IC HIZO BAL AGL, YEH IC HFIC 
Ze Hb & ALD SEK LET SLE DME ICM HO MH ORES 
APR ME L7e Sb AMIS HAA LIE STS OF PERI OD KEM 
き 危 際 に し て 渡る 事 は 不可 能 な り 。 

(81) 17 日 午後 7 時, 目下 噴煙 は 上 方 の 火 唱 より 盛ん に な り た る を 以 て 降 
次 面積 は 英 に 報告 し た る 80 町 歩 よ り 振 大 する も の と 認め ら る (MMHE 
場 )。 

(32) 同 午 後 7 時 1o 分 , HO mIRGE* S ¢ ALOU ¢ RRC OD MECH OE 
ila MEL OVE bE EM SB, TALIA SIC SCE fie & HEFL 
433°. (EPR 13 AO AGIA REEL © 

(38) 18 日 午前 6 時 , ea aA, CMA iy & IC L Chae < NEEL Pe 
DEDIRD 0. WEMASAWO Hilt 9 名, 坪田 村 2 名 あり 。 

(34) 同 午 前 ? 時 , 禄 着 村 に 於 て は 行方 不 明 者 捜索 の た あめ FLARE Fe iii aC 

BELT Y (ib TEBE) 0 

(85) [dF O PERRI Ee, PUIG L, MEO ARETE OD 6 
(86) 同 午後 3 時 20 分 , WOAH PSE IIL & FIC MEK HSE BAEC [a] OS 
LYRA OB ST HIC LAUE A PAS MEU OFGT K ICL T, 
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臣 森 降 交感 な D ARSE A MEL ICZE D LBA TEATER B BAM Fe wd IYI 
に 近寄ら ず 下 山 し た り (ith) 
(37) 同 午後 4 時 , 雨 止 み 晴 天 と な り た り 。 
(38) fat 4 FF 204}, Ba ED MED META EG IC RE ICL at 
を 認め らち る! る も 何 慮 か 新 に 爆 残 し た る も の に 非 ず や と 不安 の 気持 を 以 て 問 
合せ あり た り ( 伊 ヶ 谷村 役場 電話 )。 
(89) 同 午 後 4 時 25 分, 雄山 より 刻 村 せ し 営 村 般 防 園 員 の 話 に よれ ば , 今 
KEW OMA k OEIC HPP IC LC KBE DME STK SO (阿古 村 役 
場 電話 )。 
(40) 同 午 後 IRF 304), MEL GR % HME ¢ PIC HR PEO ets BOL BI LING 
あり ( 伊 ヶ 谷村 役場 )。 
(41) 同 午 後 6 時 Io 人 分, 雄山 頂上 より の 噴煙 の た め 伊 ヶ 谷 村民 多少 不安 動 
FiO D 0 7eB OAM DIKE せしめ た り ( 伊 ヶ 谷村 出張 の 高松 
技 手 )。 
(42) 同 午 後 6 時 15 分, 噴火 の 見 透 し に つき 次 の 通り 談話 を 弱 表 あり た 
Do 
(4) 現在 の 噴 灯 は 本 部 ヘ へ ョ ウッ ウフ 平 , 大穴 の 一 部 分 より 噴煙 する も の に 
LT, 絶 へ ず 鳴 動 あ れ ど る も 爆 姿 に あら ず 。 
(A) 別に 煙 も 取立 て て 多き に あら ざる る も 天気 良く 風 別 まり た る 開 係 上 
高く EE り だ る も の な り 。 
( ハ ) 噴火 は 16 日 以来 特別 の 名 化 な し (地震 研究 所 津屋 博士 )。 
(48) [el r6e 8 RE, Delp, PEACE, JIN, EO AREA D , 
(44) 同 午 後 ro 時 40 5, FAFED Dg 
(45) 同 午 後 1r 時 , 兵 田 及 び 阿 古 雨 村 に 問合せ た る に 地震 を 感 ぜ ざり し 堅 
HRD 0 
(46) I9 日 午前 エ I 時, 柄 々 強度 の 好 震 あり , 問 断 的 に 鳴動 聞 ゆ 。 
(4?) 同 午前 2 時 , 西 微風 , 鳴動 間隔 的 に あり 。 
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(48) 同年 前 6 時, PRG SE & Fe T°, MARR L LEX g 

(49) 同 午前 Ir RF, MEL AKT Xk より は BEF, MEIC EINE LO 
あり 

(50) 同年 後 ェ 時 20 分 , Pen, 西南 微風 。 座 山 より 下山 せ し 阿 古 村民 ょ より 
の 情報 に 依 れ ば 雄山 紅 火 口 は 昨日 迄 は 只 噴 煙 の みな り し る ゃ も, ASE ILRR REIS 
動 を 開始 し , 東北 に 向 ひ 盛 に 岩石 を 飛ば し つ ぃ あり (阿古 村役場 )。 

(51) 同 午後 4 時 3 FP, PIC L CPSTHLAD RL, 軽度 の 地 局 あり 。 
HELL XD Baer ER FERL@O RIC LE Mud, 目下 盛ん に ARAL IES A 
RIE kD MMR DEH IC LC, FEO DIAS ET. 

(52) 同 午後 5 時 30 分 , STO BALE 民 の 大 部 分 は 来 だ に 不安 を 感じ , 東村 
|B IC HEMET IC Le CAE IC EE SS ew, ERO 不安 を 解消 すべ く 婦 
BiB & ARES kD SABICH I L7e DO ( 琴 田 和 村役場)。 

(58) 同 午 後 ro 時 , PRIS IC LC PS SUL, NEC > CR x HEL RH a RD 
し た る 様 見 られ た り 。 鳴動 聞 を ず 。 

(54) 20 日 午前 10 時 55 4), AG x BEO MIRED V , 快 時 に し て 西南 風 。 

(55) 同 午 後 6 時 , 快 時 に し て 西南 風 , MI (aE Ze ORR RES SLO 
Vaal. 

(56) 20 日 午前 2 Re, RIC C 西南 風 , MCE paps & TE HB PAKS 鳴動 聞 
ID, 

(5?) Wd enif 9 Wp, MIRE fayae IC LC IRRIC 鳴動 を 聞く , 現存 の 噴煙 位置 は 雄山 
JAE Vo 

(58) 同 正午 , PY PRIBLRS << WLR ICIA AE T Dg WEP IRAN ICH D 
Ay Xp Ve SME DO BNEW NS YOR ETI る 模様 な る も 13 
H LUREALE & CHL KOM ILT KGET II OO SH SEWNTCHHRO RR 
きも の と 認め ら る 。 

(59) 同 正 午 , FRIOBDKICK D CHALE NS ¥ OFT 9 GPA 
村 2 名 あり , 死 亡 せ る も の と 朗 め ら る 。 
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8 東北 (Hw ~ REE) 橋 造 線 の 活動 
今回 の 火山 活動 は 最初 視 着 村 と 坪田 村 と の SERGE 山腹 に 起り , AC 
赤 場 距 の 海中 に 移り , 最 後 は 山頂 の 中 央 火口 丘 に 及 ベ べり 。 此 他 に 極め て 小 
規模 な れ ど る ゃ も 和 坪田 村 寄 吉 附 近 に 一 群 の 爆裂 火口 を 生 ぜ り 。 耐 し て 此 等 の 活 
第 = 
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PHBA LAM b MEL TA 2 DRY SESE BTL ICES. ARESIC 
(XS AKIC EM S NEAL O 構造 線 の 著 し き も の BUR BS, UMA 
KA E DIENT bo EAE IE SEAT (WEI ~ ARR) At 2 
稀 す 。 過 去 の 時 代 に 於 て も 本 線 に 洗 ふ て EX TR SKIT © 行 は れ 
たる 事 は , 配列 せる 多数 の 噴火 品 跡 依り て 察知 せら る 。 本 線上 に 位 す る 
主要 な る 噴火 口 を 島 の 中 央 より 周 邊 に 向 つ て 順次 指摘 ずれ ば 次 の 如 し (第 
lal). 


®B 65 a i IBC 本 51(15) 


HARK (I), カル デラ (2), AVF FRAOMBKM (3), 山腹 の 火 

FEF (4—7), 赤穴 (8), KOR (9), ABBE OPK (ZO), 

WEAIC ASHRIC IEE LC HEZES SMPK AO ABI SOLE © MIPITEAT IC 
於 て は 丸山 (zr) 及 高山 (12), PR AICH CAMRY (13) SIC LT, Ie 
等 は 何れ も 周 鈴 丘 を 成 し 山 頂 に 火口 を 認め らち る 。 

ASPRIT BER & AE S CMT Bis SB OWE BC MIFKO ML, 

(1) FAB OILOMIC HS 10 SOROWHLE ML CARNE 3 ROE 
D (S00 Asin). AO 南端 は 今回 の PHMAEIC kb CHB SN 
FeV. 

(2) 火 の 穴 附近 より 赤 場 暁 に 豆 り て 裸 r~2 米 の 火山 強 多 敷 散 久 せり 。 
ACK LW GIS RGB ICL CRRA ROBES at, FMI 
Fel Os PME KIC LY CHT Bae SK GRIT HM CE CRT, 

( ハ ) HESSCiIPTEL BASE IC AREA DRE K LR RLS DQ FESS AIL ¢ 
赤 場 上 暁 よ り 三 輪 に 至る 。 次 長石 と 共に 噴出 すら れ た る SRB KW 
BEILUG 200 米 附 近 に 於 て 明治 7 年 噴出 の 火山 人 錠 に より て 直接 RB 
ら る 。 
以上 三種 の 噴出 物 は 路 同 一 時 代 に 属す る も の 如く , 何れ も 比較 的 近代 

に 於 ける 本 構造 線 の 活動 に より て 噴出 せら れ た る も の と 認め ら る 。 

今回 の 爆 紗 も AABIC BSC 東北 構造 線 の 活動 せる も の と 稀 す る を 得 れ ど 
も , 仔 細 に 基 を PLAT IUE MAM HWMLMYF LBAKAWME—-BeF, 2K 
ロ の 再び 活動 を 起 し た る も の は 中 央 火口 丘 の み に し て 其他 の 地 申 に 於 て は 
此 火 口 列 よ りゃ も 生 南側 に 約 ro BED FARES LACH ZB 幅 射 線 に 浩 ひ て 多 
く の 新 火 唱 を 生 ぜ り 。 皇 要 な る 新 火 唱 を 順次 に 指摘 すれ ば 淡 の 如 し (Gye 
lil). 

HOKE (1), TERROR OBE (14—16), 寄 豊 火山 鈴 (7), 
5 HRA KOBE (18), 双子 山 (I9—20). 

以上 に 記 逃 せる 如く , AWMAFIC AME SHO HES KOOMLET 
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れ ば 20 敷 箇 の 多 敷 に 上 る 。 本 島 に MHKICHET SS (OREO, 東 
北 構造 線 の 如き は 最 症 者 な る も の と 稀 す る を 得 べ し 。( 未 完 ) 
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RICE SEARS 2 SOME 

HW ASMRARIC LOC MEL BRS 営 然 の 結果 と し て , ZICHS. Kia 
赤 多 種 多 様 で , 一 方 で は 花 剛 岩 が あり , 他 方 で は 蛇 紋 岩 の 如き 臣 藻 性 の も の 
BHD. LH OMX 深成岩 の み に 限 ら ず , 一 部 に は 火山 岩 に FESO % 
B20 MOTLHICLZRAOBMICh BLE MEWS OD, MBSA 
AL ESMA GS LA BAL BO AD, WOBAIC Ik BES REM NA UOREA 
作用 を 伴 つ て ゐる 。 } 

AL KBE OBMROR GE BHEN40l4 =H CMR CH 
So WARMED HWE CHET Sb © Ud, TER EAE の 分 化 作用 に ょ つ 
て 生じ た も の と 思 は れる 各種 の 題 品質 の 火成岩 と , と れ 等 を MAYS KI 
MADR ECHS,. ZEOIb, 安山岩 質 の 岩石 に は , WAC AT RG 
Sys ¢ VES LOWED L OBS H AAS, ZF RLIC PRA RS ORRGEIC 
係る る % る の で あつ て , TRA と KRAMHREAT 2 EBASN SOMME 
賠 岩 質 岩 虎 よ り 誘 用 され た 題 卓 質 の 岩石 で ある 。 

題 品質 岩石 の 最も 大 部 分 を 占め ある も の は 石英 及 奨 石 を 主 成分 と する 花 財 
At CHOOT, 碗 山 の 束 方 に 産 す る 。 本 岩 右 中 に は 此 外 少量 の 稚 長 石 と 微量 
の 雲母 を 含む に 過ぎ ぬ が , この BAD 周 締 部 で は 有色 磯 物 の 量 が 菱 し く 多 
く な つて , {GG REE ELT SARE IC BTS, WROMAICER 
HS 3 REBUT ILAL GS ¢ UK BS RANIC BLL Fe HOLE WANS, 

TALEO FE faerie O (CR HIT IRIS NOY 4 FRO BGS ZO*X 
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見 る こと が ある 。 花 賠 岩 中 を 走る ペグ マタ イト は 殆 ん ど 石 英 と 長石 と の み 
より な り , 僅 か に 百 雲母 と 淡紅 色 の 析 格 石 の 微 上 曲 を 件 ふ の み で ある が , 図 線 
岩 中 の も の は 花 内 岩 中 の も ゃ の に 比 す れ ば 衝 嘩 色 を 呈し , 有 色 碗 物 は 分解 し 
CHIE BICBRLL CBS. CHEONT SI 4 POI BEHKOMICS REM 
分 に は , Pie OEE RAKE Ate CEM DSA, IAM OMULM DE & 
Cr IRIEL AKSRVEIK & (LAPAGIN CDH 
KEIR VEIT ET SHAE LO % 0 {it AVE Bic L, BI 
DASE IC Fy aR OBER 4G LL 一 見 SRR 49 < ERE EB & 
LUTSBMALOCHS,. MULAN LE LTC BG Fic eT NE, 
Fah & AURORA O ARBRE © VD, Ik 書く BEAL CHEROH 
PICBHEL TS. MENERO RHIC HET SEWED FKICRHT 24M 
は , 次 白色 題 上 品質 に て , 肉眼 に て も 石英 及 長 石 の 集合 より な る こと と を 知り 得 
る る も, BBO RIC LNA WIC HMO AERMEBORA LORD, 
唯一 部 に 細 用 系 THA ZN ERIS TCE BS ) ,—-MO BATE had 
MRSTEBBS,. VMOBAC Ma AOR AD PIIC <( #B 
達する ば か り で なく , HS UIEOPMRSOR AICI C, EXER aOR AY 
CAB EK ELC MAREN STEMHS. UB, tb RAO 
ADEA EVE Rat OBA IC LOTECKVORZTEEMTIUOTHS, 
KERR Uk BRET GEV TE Ras PO DIC HEEL TC, PERO AS AIBIC ILA 
CLEA SNCCLABKV, BSAA ISP ES LE aa & 7d 
ARK & Fe L, HAAR IIR ASCITES CRIT BERLE ASHE Cas D , HEM d> 6 BB 
OT LEME Ze BE EAE faa (CIES Cid, AP ThA, BS Pl Bah 
を 横切る 割 目 等 に 洗 へ る MX EO HERE TS HHH E TS, ORM 
際 近 で は 絹 雲 母 化 作 用 は 長石 の 結 品 に 及び , 優 白質 Ema O 絹 雲 母 化 作用 
は 水銀 確 床 を 生成 せる 太 液 原因 する も の な り と の 推論 に 友美 せしめ る 。 
絹 雲 母 化 作用 は アル ヵ リ 性 溶液 た 特有 な BE OBHET HD , MRM IC 
TALILEBICBA THBLE KS. MSIC = TORO Bes IC RLV OIL 
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ERE(LPEIN CHOOT, BLE NAZI BOS Oi, bkoemic LT 
ELE TIUE, Bea OBE IC LD BILIKAS TY AV HED LE aoe 
断 さ れる 。 

PARSE, FA 7 i, SERS S¢ 7K SRD Ck, WEAR IC 接近 し て KBE ORB 
WTS OAM BE, WMP LMAEO BSE, AZAR の 雨 奏 山 の 附近 に て は 
Bb kar Rt scr tpn. 全部 水 成 岩 の みよ りな り , 然 か る も 母 岩 に 
も 特に 著 し き 終 質 を 認め ず し て , 果 し て 如何 な る 火成岩 と 成因 的 闘 係 を 有 
せ し か を 推定 する とこ と だ に 出來 。 

AA 2 清水 銀 忠 麻 の 母 岩 に 於 て も 特に 注意 する に MOZNEBAHORE <, 
又 附 近 に も 火成岩 の 十 出 する も の が な いし が 水銀 山 の 西方 に て 行 つ た No. 
13 試 鈴 で は 地表 に 10.4 米 の 沖 債 土 が あり , 炊い で 12.7 米 の 第 三 紀 砂岩 
が あり , 共 下 に て 玄武 岩 に 逢 着 し た 。 此 玄武 岩 は 購 色 綴 密 の AEH ICH 
BEBO /)ic SEEM BAT ZL OTHS, CHLEMMOURKEAA フ 
WUT Fito SE He Sb HE ED 13.6 Kb 14.8 KOHPICHL Re. L 
SO Xie & ASMA & OD 開 係 は BE Za EI LA dS, ASI LH 
FN BAT S FERRIC BBS 2 SE -PI OALREIC Ik, 往時 RE ERE Le 
EONS 0, AAA RE STA ID 水銀 を 産 し , 自然 水 銀 IE CL 
3 MLC, MSUOH AH ICILS ( OXKTUE の TRA IZ, SHAH AI 
BHICKRROHALKbMOMBSTCE LMBMELES, Wiehe L eH 
WARE OMRSRIC VED S IVAEC ld Kaa WA © PAG OD KEE OD 
岩 脈 が あり , WS aa RIC Be L ARH HEE ICME LL Pe kV 0.03% 
POAC LCHARSS, CHICLOCAIIIE, 7 ii OKSRMERR It 
第 三 紀 必 に 綱 入 し た 去 武 岩 と 成因 的 開 係 を 有する に 非 ざ る や と する る も 決し 
て 無 稽 に 非 ざ ぐる を 想 は し め る 。 

TEAS OAKSRBOR & FUR ¢ AKER BAT SS ARIEL AL BASIE ICT (LRP IE 
に 火成岩 の 雷 出 する も の が な い が , 其 東方 丹生 村 久 土 及 畑 BRE (CT GE 


CH 


TAOIST L Ca AIRE eT 蛇 絞 岩 が だ あり, 蛇 絞 岩 と 周 園 の 
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Ay rae & DO SEIC Uk BE % FR ALBHTE D ARSED IC LZ DS VSB OE: 
Me RIL» HO ALICE EI ARS RIC LS & REO BELO 
含み , TERT ASHE Ble £ RANCHO HR DSEIMGBLYOS, HOM 
WESC id Bk (CL PAREN E EO TH ZOLHELTS, 

BARNS 5 bik bd BF Od HEVENCHOT, 其 結 果 和 白色 若く は 淡 
README RERORABE ie b, 地表 附近 で は 往々 酸化 し て 赤褐色 に 
THESILS, EROAMBAPABRAG LIER CHOC, 樹脂 様 の 光 澤 を 有 
し , ZALIC HPO Cheb & BRL CAKSMB の 主要 部 分 を 形作る 。 弐 酸 中 に 
EAL S RAD IASB E TLE L CHE L, 肉 有 眼 に て は 嘩 紅色 を 時 し , 殆 
AE MRO RD LD RSME RE HS. 2b RES SSRI ot 
と な なく, BRE PIC TSI MA AO 結 品 が GEM IC ALL CE 
BRS ADL RICHIE L ORATLAMENS. WIPRO Cit 
QL LV REEVE DIEOTES. CORARMLPENORIRE L CAH HA 
BBE AMO AG LVI SA EBHO BALES, ZILLI O A 
IO SEL UIK & TL CBSE EO BERR & 横切り , BEET MEO PRE & 
D SBWOBAICRSLORSTCEBWA CHS. TORBM WHIT % th 
DBC EFEIT RAD EET SAS, TERMED O ADIL 球 酸 中 の も の に 比 才 
Wik she LE MIC CT hRALA LAT LOLA) SHEL 
放つ っ が, 其 量 は 球 酸 中 の も ゃ の ヽ 如 くに 多く は な い 。 

得 こ と の 礁 床 の 一 部 に は 蛇 絞 石 力 至 継 泥 石 化 作 用 を 伯 ふ と と が あり , Zar 
ICE RBEES. AAMAS PA OMA C Ik, 既 述 せる が 如く , 蛇 絞 右 力 
至 線 泥 石 化 せ る 部 分 は , 淡 青 終 色 の 球 酸 に よ ょ つて AIAKIC HE BS \ BERR O 
沈 小 より る も, 早期 の 礁 化 作 用 に よる も の で ある ろ る 。 蛇 絞 石 又は 終 泥 石 に 件 ふ 
展 砂 は 球 得 中 の も の と 異 り 細 粒 の 結 品 を な し , 多量 の 他 の 硫化 物 を 伴 び , 其 
HELO PETE * ECA LAO 3S « 

WESC LIL RAVE Aa IC fs ES TBD IL EERE PRIN IC LE FALL O THK CH 
Zo WEAR ALi Ze WR IC A LE x A ESS, BPE IC Hee ASA 
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4) CLM BAKE 0, AROUOBAL 控 集 する と と すら 困難 で あ 
り , 其 包 高生 土 は 蛇 絞 右 化 作 用 と 同時 に 行 は れ た も の か 或 は 又 後 生 的 に 他 
PPR L VBA LTA ROR SDRICIRET SICBS We 
KIVETALVENIET 7 DY FEV IC LOTHT SBMLO—FITHS, TH 
CIPO THES 3 HLT SET GOL 7) HAR O AD LY ih LES 
も ので, 深 液 が 酸性 と な れ ば 白 鐵 足 と し て RBIS. FAA) PE RIAL 
FEM LIA LEA < IN SEEKS SICA LAKE OELIEN ESTE o 
SILK IE BIEPENIC AD, Ku CHEEPEN@OFTIE AL ZC RINE, RAD & BX 
LIRA T A AVRO LCL EAR ORR SHEE ENS. milk 
化 作 用 は 溶液 の 生 酸 性 な る 場合 に 行 は れる と 稀 す る も の も ある 9 が, アル 
カ ヵ カリ 性 溶液 に よ ょ つて る も 交 湯 化 作 用 は 可能 で ある 。 然 し 少く と る も 終 泥 石化 作 
用 に 炊い で 環 湯 を 沈 濾 し , FR EG ICRBULPEHM@O 行 は れ た と と は 太 液 の 
性 質 が 海 炊 に 匂 化 し た こと と を 意味 する 。 
Mat ew h 

AKERWRPR 2 BRA BART IE OF VC RRR IC FR 3K BS © FRA ch EH eB 
BICHO CHE L FEBRCHS SAN, それ に る も 拘ら ず WER RBS Em Bi 
PAIRED. TR IC LOCKE SHELA RY, 
_ BUETKSRIE & L CHG NT  SVRMORABUS BIC T SB ASTER 
ICHMT PET S Old ee Fk L, 時 に 自然 水銀 , HERE FES. 
Yo What LC OER HEAD BS LL, ERE % BLEUE, 
Spa 7 EE RYO HH LIAO LOM CR, CHRERRTNIEXK 
OM, CHS~ 

7 THAR OPE Ik, AKG IO YD & 含み INE RAL ORS HED 
VBA EPO. AKER Yolk Ht LC AHORA, BHO Ke IB 
FERED tio ARAKI E LTHETS. LOS SRM MIAO Bish 


8) Robert M. Dreyer: The Geochemistry of Quicksilber Mineralization. 
Econ. Geol. XXXV. 1-2, 1940. ; 
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| 大 分 水銀 斑 
m7 ow | EN i Pe OB 
ain | ege| K 8 R P| R B 
m « | ——— |2@ smal em oien| om. WHA 
serene | ————— | wecoxme | we(cotme | e(kakok= 7 7 2B 


TH LICHEBOIKE te L CHE & he L, 内 部 に は 辰 砂 を 名 OTS も, 外部 は 常に 

HERR AY IC LIL AL, 稀 に は 内 部 まで ah x4 Bf AEHERDO % DB DS. REM 
£ OU L HERWORD % DIRVEE 稀 で あぁ つて, HA ERIC HERD & RAVE 
は 相 伴 つて 産 し , 表面 墨色 を 生ずる も の も ハン マー に て と すれ ば 内 部 より 
EEO ERAT OLMBLT S. AMIS AML OT HRC AG 
We ie LCWEO MG ICEL, 又は WHO PGC het Se ORK 


MICHPOTRM SINS, MAOH _LIC 多量 の WDD, HEAD KA RARE 
の 附 着 そる 部 分 で は 其 下部 に ACh RBMICIOT SO AMAR EM 


L, ted d. eae 力 の た め 徹 理 の 下部 に 集 り BEICHeeoO 
成 局面 に 洗 ふ て 撫 が れる も の 如き 感 を 抱か し め る 。 

OIE RARSRICHROT, 稀 に 百 色 を 時 し , a 
に 産 す る と と が ある 。 其 量 に 逐 し い 貧 , 充分 な る 性 質 を 栓 する と と が 出来 
ぬ ね が, 之 れ を 閉 管 に 入れ て 加熱 すれ ば 燃 融 する と こと を なく LC #UELE DB 

MEQ FIC TRO! 白色 の 昇華 物 と し て MET So ZALES ¢ ti {EKER C 
DOT, 往時 海水 が 水銀 山 の 脚 部 を 洗 つ て ULB & 作 つ た Mike, 海水 中 
の 忠 分 が 自然 水銀 基 他 の 水銀 確 に 作用 し て 忠 化 水銀 を 生じ た も の と 起 像 さ 
れる 。 

電 プ 清春 呆 の 特徴 は 水銀 確 物 以外 の WEG LTE TF, SRM & LC Ud 
Th, WENT, 自然 水銀 を 共 出 する と と で ある 。 こ と の うち 辰 砂 と HENRY & Ly 
CHRO THES BBS, HEADIE RADO PHB & 1 ん で 産 す る の を 例 と し , 辰 砂 よ 
BPS MBL LOST EMA MRO ME ROHL, (I) be 
Wid TV HV PATO A XD PIL leet ser Cte ens AY ORK 
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定 で ある 。(2) BIOKMOT 2% VINNIE BHAT 2 RDEATS. (3) 
溶液 が 多少 酸性 に な る と (200°C 以下 OPRIELC IL) HERRAD ZED BILIT S 0 
(4) YEW EAM CHAE StS LULA と 自然 水銀 に 分 れ て RADE 
生じ な い 。(5) 酸性 溶液 か ら HERIDE WIM St 7c 残 液 に は 倍 コ ョ ュ イド 区 
の 水銀 が 残 つ て な ちり, LAE 沸 脆 させ る と 水銀 鏡 を 生ずる と と 等 が 知ら れ 
CBS. 

LED BE LAKSUUICHO 3 KERIO BR ERE LC 老 へ れ ば , RD 
DPE YER WOR & (ABoO7e 時 期 に 行く も れん た も の で , RBILT AH Y 
PEAK HER AD IE 弱 避 性 溶液 か ら IL bOTHS, RMAILHER 
砂 に 伴っ つて 自然 水銀 の 産 す る の は , ADEA Fe SUKI BSH PIKIC HEH 
られ な を り , 叉 上 昇 と 共に 濃 繕 され て 自然 水銀 を 生ずる 久 か , 或 は 一 上 且 辰 砂 叉 
は 准 辰 砂 と し て 沈 淫 し た 物 が 頁岩 中 の 有機 物 に 中 元 さ れ て 自然 水銀 を 生じ 
た も の と 解す べき で あら う 。 } 

PROC, =FRIRU CIS EL TCE RWOALHL, HERWILELE 
Ftv. PRLS L CREE RA BUR & 共に 産 し , 又 脈 石 と し て は 
石英 と 方 解 石 を 性 ふ 。 SRL EERIE 5b BR It BEA US KE A @ Fl 
Ice LBL CHT ST LEAHS OHM LO TRRORAAASE 
LOCHS, LMADS SHAH ICRWICHES.2S, HAE A RAO RM 
脈 を 横 急 る と と が ある 。 RLL—-HRWL AE KH BOHET STL 
も ある 。 

TREES AS & L COREL, HERND © 見 内 の は RAE MBMS LRT 
LY PETE I WAI CHES IL 酸化 され て REE AT 276 32S 
PTOI ILS AUN ¢ (ICIP HORN hoe LERF RO 
DSo MUCH S HULO TL DY) PERL OPIS ZRIC OA REEL L 
Cini L PRIil ORR EEK O37 Fr lk A UE ART ST LAS BRA IC AB ae 
TH Bo RADIC TES BEL BUA STE EAORDS ECARD FRA SALE 0 Ic 
EU CAST EMR RRR RS LO 7eHMIL TD) PERC 
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DHTL EARL, ABWRIS SRANIC HEU oe WREAK ED 沈 濾 し た と と に 一 
KTS. TUAVERARAS SOBRE ADT CL EERE NcTH Sr 
と で ある が , WRAY MAIR PLIBOE LOFT 1 DY MAKES BROLEREE 
DLA E LCHE LENS TL ERERENERE CL CHS, Ft 
ABDST LY PEVRRIT kL SBE BEALE LIAL { SA CHD 
と と る も , 母 液 の アル ヵ リ 性 で あつ た と と を 他方 面 か ら 示 す も の で ある ど と 

アル カリ Y 浴 液 が 地表 附近 で 酸性 化す る 場合 新 に 生じ を 酸 の 旨 力 な らち ざる 
BED TRAILER ELTA AVCHD, A HY) Ee PERT Zc 
DSo MAOAKAZIC IS T lL GLI L GMO L ERICA PT Se & eC 
WHCINEM7CTE CHS, WEIR LABMROI/AET ST EI UAO REPEL 
DSBEURIC FIL AIV7e TLE EMT RLOCHS, MURWIC FRO THER & ee 
VAD NE, HERA OA RIC Ik RR E WL TS ds BRILMERRADAS Fa BE 
CLE LB RBIs 76, — AE PeHERRAD AS FRADIC WHE LCE LAT S 
Shino, T OBNILE SIC ROR GNA IC RODE D So 

ESE) KOK ASML CS , ASML RIV O AC, HER ADIL APR AL 
rh, ZR t LCA EE, AOR, BER RO BAD SAS 
Zo LO SMUEBMRAIER ILS ( AS, 辰 砂 と BW O Ic FE 
& OBR SPE ICA BEAK AEC, TNE Ik ADE PROT ZIe 
ARE IC RAE Le S ASUS &, —ROA SMES 明か に ZBL DO RO wy 
AIC JBL TE * ADRK & 7 LC KER Ae RIS ZALICISL CEERE T it: 
AO rmEAKIS =FEINITRISLOLADRERICTS, MS=THEWICT 
% Me & b WARE He LES AORAICS YO 差 が ある が , TS CLR 
hE OME IC HEIL LC BURRITO BES ¢ ILS FEL CHET S 
CLS < FERMI IS A Ee E(ED LO, Rea RUE Ltr 3 eH 
THE L, 此 水 銀 産 地 の う ぅ うち 東北 を 占 む る 部 分 LN BHI ROT HLICHEF 
ZAK SVE IL OBB CL ERNE & & HEL, PE PA IC MEM (Le & WEL, 之 れ に 
代 つ て 方 解 石 を 出し , AGP AKSRME LU OPP Cid A Uk EERE Eb HoT 
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BELIEOTIS, FUMOBERO HLT > OM EBRORAATHSO 
C, SPER HL BASINS AICS MHD TD. HK 石英 の 極め て 少量 な り 
ERA.Ol1 EMEA RGMAICHL TORCHOTZ SOM EUL T 
多量 な ら ず , HED ICRA ER (CRIS ABUL L ts S PERE ICI F 0 

KAO PER ICIS Ch BLE ROEKGK SME LED $ DIKE PHEUO % 
MDEMROTHS. MSHI OD DILhAs & BT SA RLO Hila & 
な し , MIC PSH IC CH ORGIH ARS $D% HS2*, (HHAMLO ZO 
礁 床 で は 極め て 微細 な 結 品 を な し , 題 微 鏡 下 で も 結 品 の 識別 に 内 難 を 感 ザ 
る も の すら あり , 非 品質 旋 友 際 微 唱 質 の RMIT S. MLCT HAM 
紅色 を 時 する が , 座 床 の 一 小 部 分 , FRIC EO VBC IC LOT BEAL 
され し が 如き 部 分 で は , 粘土 若く は 疫 質 物 を 混 ゆ る が た め に 色彩 , 條 痕 共 に 
et cit S DOD 0, 俗 に 調 ふ 肝臓 辰 砂 を な し て ゐる 。 

戻 砂 が アル ヵ リ 性 溶液 に 限 つ て 生じ 得る と と は 前 段 敷 次 に 豆 つて 記 逃 せ 
る が 如く で ある 。 然 し 硫化 水銀 の アル ヵ す Y 性 溶液 中 に 於 ける 区 態 は 昧 な る 
溶液 で な くし て , イオ ン 平 衡 を 保つ て お り 

HgS-+ Na,S = Na,HgS, 

Na,S+ 2H,O 2 NaHS + NaOHH,O = H,S + 2NaOH 
ic SMR RT ihe, NaS が 多い 程 HHgS の 溶解 度 が 高い な 。Na2S の 濃度 を 
一 定 と すれ ば NaOH の 多い し 程 HgS OVP DSIT, SIL LIT rv 

) 性 浴 液 が 地表 に 近づき , 地下 水 を 混 じ RIC BBE PABBA SN Ret 答 
TAIT TRAD OR DS 行 れ る が , 溶液 の 上昇 に 件 ふ BAOMSIC LOT BIR 
中 に 溶かし て ね た 瓦 匠 を 放出 する 場合 は , アル ヵ リ 性 の 億 溶液 を 濃縮 すし 
め 其 結果 辰 砂 を ERT So MME 及び 大 分 水銀 確 山 の IRADASEE IC L 
て 非 品 質 若 く は 際 微 品質 と 認め らち れる 程度 に 微小 な る MEET LY, 
SULTS STORE IRS BK 落し 然 り と すれ ば 上 逃 の 如き 溶液 の 竹 
WATS © BEEDSIRADO VIR IBA Lb 7e SAL LCHRBIB A Ze 
ある 。 
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FEN OAKES BAL LCOm HEL HEBD ABRIL AeVE HE ae 
| Yo T ORM AMER = 7 FAHEY 共に RIE TUBERC, EE 
AA, ERG, 方 解 石 等 各種 の IRA IC 性 つっ て 産 す る 。 を の うち 特に 注目 
すべ き は 方 解 石 に 作っ つて 辰 砂 の 産出 する と と で ある 。 
既に 逃 べ た る が 如く 方 解 右 の 沈 江 は 或 場合 に は 溶液 の 稽 酸性 の 場合 に 行 
(EAL, 辰 砂 は アル カ ヵ カリ 性 浴 液 か ら の み 結 品 す る 。 従 つて 此 雨 者 が 共 出 する 
と と は 一 見 矛盾 する が 如く に 見 え , 方 解 石 に 位 つ て 産 す る RIAA DEK 
WEL CHIL TRAGIC RAVICBEL 7ESROLBWATRA DICH ZS. Mh 
{EVEN BOSH ICDC L 7e WE POLE, BERR, 黄 鐵 確 等 何れ も アル ヵ リ 性 溶 
液 に 特有 な も の で , BH ICA ABMEO Us REO Me AU TS 0, iia 
> ABW 5 EWES OBA IL GERERD Ds B ADS OBE ERE DIC LETT Te 
VOC, —H YER RDY, VERDE % PRL 7e BRED AY 1k LEB ISHE Da IC Soe HD IC BS 
FS, ADO —Mld MAS OS ELMOT _bMO 想像 も 赤 可 能 で は 
BS. RLALA) EXER A LEMS 3 WD HI IA HER WO (BHEL 
得 ざ り し も ゃ の 残る 場合 も あり 得 べ き で あぁ る が , ARAMAIC 含ま れ て 産 
TS BRAD a REL OBE Ee LAER EIR SICA D2. VEITCH CE 
ATA LIRT OU AY PEM LO PRIL 7 EBASEMBETS. MOM 
き 溶 液 中 で は HgS it HICRMLE LUTOARALL ERWEAL RDS C 
Mee rey 
mR の 特徴 
九州 の 水銀 礁 床 を 互 ひ に 比較 し て 見 る に 母 岩 の 種類 , そ の 細 質 の 模様 , DK 
TRICE RK ECO PEED, MORAL O 時 代 等 礁 床 の 産 地 を 異 に する に 従 つ て 
JEL ¢ MET SS, RLMN OBS CLE BHO BAEBICIRO TUES 
PRELOTC IRL T Hh PEI HS VA. BI SIL (dR 7c S Bue eE 
WER CB BBS, HE MRREIC BILE FRO TC HARD Te ICH AE B EARL, 之 れ に 
(ROCHE IE SORT WERE S AL, BEI ARRAS IC PGT LC 密接 せる GK 
WEREARE ED. SAIL < OMS AA OWA ICIRO CHEE A OATES 


本 682(26) BBR DR RK BS is 綿 76 


る 時 は 或 は 網 央 脈 と な り , BUADEEL He, FEX TRIKE TMD EO, 
LEED BREE & WM a L ELT Z PASEIT HS T AGRI AB ERC LC 
REEL CHPPEIEIR & 7 LIBHENIIC Bb JE 7EREHE TCHS. MLM OfnS (LH 
表 附 近 に て 生成 され し 碗 床 に 特有 な る 性 質 で あぁ つて , KAMER DS —OEERK 
太 床 た る と と を 示す も の で ある 。 

硫 床 が 地表 附近 で 作ら れる 場合 , WR ASHURIC 接近 する に 従 つ て 湿 度 の 
WER ART DS, AKERDRVR CLUE OAK Fk FS L OME MOMIRE ha T, HW 
DCTBOGAICIL ZINE SWICK SIS, PN I ICHIC 0.5 £2 OFF 
AG BEE APL 7 RICE C Be L7G Ic EME, 25°C で は 0.1500 モル 
ORY EDT OICHL, 33°C で は 0.4565 £2 LAL, 温度 の 上 騰 に 
任 つ て 僅か な が ら HgS ORB MF Srb CHS, HLOCTHAMBS 
ZERO % \o UE ICEL CHRO 瓦 匠 弁 が ATIC RET ST LH, Meld 
HEP OK IRA LCR O PER IC BRE HLS. ST LAROMIRE EF 
tELtTHOTHETHS, | 

WHOM < (CL CHIT SWE oh FE L LILY TR BIA 
WIRE ES CHL FS AS— BOR LPN OMERGL 7e3BA IC AWE © Be 
物 を 変 代 し , RIC HR IC EAE FFE S \ RIC IAW RLE Bb PIC LOT 
BAT ZICBS. HO CME DHHS Te SAMI IC -C it Be FELL ICE 
を 沈 潤す る が , 張力 な る 確 化 作用 の 下 に て は SIEM LOPES. & 
SOLE IC LOT 生 ぜ らら る MR Mld AKERS IRIE WK E Sep 
DS, MT FIC LPAI TE ER , AEE EAD O HD EPRI Ze LB 
5S_ RMOMBIc AKL BELO RMS HoOTHNS ZO ve , pl 
へ ば NaS 0.42 モル , KOH 0.42 モル , HgS 0.15 =v eZ ACHE 
(FOTZNIC SMO AH ELT KETNIE, MAIC LTHEO HgS の 
BLAS ZOLAS, 

Mt < ORNS MEE DIes & LC LIBR BED TA HY) PRR IC LOC 
LdL%e } O CUA S hn ¢ FOC HAH L Pe AEE OB LIE TL HY 
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性 溶液 に 特有 な も の で ある 。 mL CIES BER, 蛋白 石 等 は 低温 奏 床 に 特 
A MADE C H 0 , PERRO BASEIC REPRE IC 之 れ に 開 興 せる が 如き 火成岩 
の 存在 を 認め ぬこ と と る も 生成 の 低 源 な り し を 想 は し むる も の で ある 。 


ERR AULSRROBR 
Mo 6 CRS 


pamapit: YE Be BS oe BB 


緒 言 

近年 特に 金 の 重要 性 を 加 へ , F OME OPRABAE EE & BEA Te BIC, Ht 
來 漏 ね く 知 られ た る 型式 以外 の 金 奏 床 OBE LAME, その 研究 に 時 と 力 の 
RETSzRT. KicHet LT SATSMROMSA %, 一 見 普通 の 砂岩 
MEIC HATO BSP IC, PRK PEO BE GL, PS 品位 は 高 か ら ざれ ど 
+, SOMES BICL CT, SROBR CWE SS, CRIME PTO 
種 の 型式 に 属し , 今後 北上 山地 に BS TIRE MOB AB ZNSE 
し じ 。 を と こと に それ ら の 代表 と し て 先 づ AWARE 記し , SRR ICS RT 
0 

fi 置 及 交 所 

北上 川 の 下流 は 管 て 北上 山地 の 南部 を 東 に 横断 し , 直接 太平 洋 に 注 ば 9 。 
これ 現在 鹿又 (Kanomata) 附近 に 於 て 本 流 に 岐 れ , 東向 ふ 追 波 河 (Oppa) 
に し て , 石巻 に 注ぐ 現在 の 流 路 は , ORO MBOMEBIC £3, 

月 立 金山 は 前 記 追 波 河 が 追 波 洪 頭 に 注ぐ 部 分 の 北側 に 位 し , BRACE 
B+ = BAO PUBIC FARK Ich O MIMICS & 以 て と の 名 
あり , BSG MOAR & AADAC TH TIE PIA OIC Ta REITER ¢ S 
EAT DARREL BeOS & BEVEL OBES IC YE , HEE LIE DR AE 


1) BSD LE BB aR a — SS OK VE AR 
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Hit SICKEST SAKIC LD, COMA MMT (, E7cke hie MICH 
O, Hie A GB LES CRIA DEOM MS bd, と の HEARBWICL Tt, 
AAC HO DE & ME 交通 容易 に , FEBRILE 20 FF IC 過ぎ ず , 交通 運搬 極め 
EN 
地 形 及 ih 質 

地 形 BUR LIBR IT DIGIC fk > 2 RT 120 米 の 丘陵 性 山地 の 南 
Pl ASA) OCHS SAMS IC AED, SOBA PIO BWR BEE YL, By 
US RIC LC HAE PEAR O, & 7e— MILE THB IKO = OPES CHA 
CORR, TORAICLOTHEE SIM MICB eS, 現在 も な ほな その 山 脚 の 
一 部 分 は 直接 水 に 被 は る れ ど も , その 外側 を 更に 築 紅 に よ ょ り て 保護 せら れ , 


地質 の 大 要 EC LCHEROWEA ROMMEL, eH BO km 
LYK YD MICS DOP SAS, LUT RALIC HET ZO AR, 

PEBORR ECLCHMRS 百名 砂岩 と , COKE oR, 前 者 
(LELBESLARIC LC, 層 理 往々 不明 な れ ど る も , 通 常 多少 の BOEDRWEE & dap, 
か ふる 部 分 は 極め て 束 然 た る 訂 理 を 示す 。 そ の 選 向 は 際 近 一 帯 N 70°E を 
常 と し , 20~30°S ICHAT ILE YB, MORMLEIC ES TAZ OR e E-W Jy 
2% N 70°W ic 3*, ; 

ARIE IS < OFVOLE, AHL, OVE IC ALT 3 AIPA SE CHEE L, FERS AM RHIC 
wb bX RABE — WICH T HYD, MAGE OF HWE kV MLRLIC LC, EERE 

FICE AGH ORE RL CHALE, ARF D AME MIC TE ICH IEA ICH 

LO SAME APRREACIE + OBR LL, ARUBA REE DO EUR FEL Bw Di, A 

演 統 の 名 を 以 て 呼ば る 。 

RRIGL % OTH O MAD Ho OE, RH, BI Ho Smee 2 la, N 70° 

ト の 方 向 に 北上 山地 の 南部 を 横 誠 する — ABC LOCH Ah, RII OTR 

© OBS REREA IC REE B SB 


ARSOBRLER HitoA Sr Bt kee, {IL /\BUBEO 4 Hk 
に し て , COIMAEKO ARLE RIED る 。 
(a) Az pg ee HU DRIKO Poke ICT, 鏡 下 に 多少 の 石英 を 含む 。 
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(b) GOSPEL I~2 ORE ARO MP BOA DR. 
FIC TR OVE 200K, PAHO EO ICHRHLL, LICR T. 
第 2 園 


aA] | 
kM A eM LR Oe Be A 
Fees (ic Ze PE 
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(c) HEM poRAssonEh, SRONGAR AML, DEON 
PIBEEL LS, MKROEKSZRATRT. 

(d) REBHA MWRICSRO BERD ME HPSBOT, LICBB 
する 部 分 あり 。 

(e) (SEE BEM SICILL CT 府 長 石 を 減じ , 一 居 多 量 の REMAN 
石 を 含み , tenes (lamprophyre) AINE AT 

(f) HRA 路線 色 綴 密 に し て , 主 と し て 協 石 と 妊 長 石 と の MOSM 
集合 より 成る 。 

(g) HRA 前 者 の 一 部 に 多少 の 終 長 石 及び 角 関 石 の 竹 上 品 を 有 す 。 


第 wR 


月 立 金山 事務 所 東方 断崖 に 於 ける 火成岩 の 産 居 
ative b 砂岩 c Ra denies c A ies due fale t Boe 


CALE ARF ICA KO BPERIC BOs, BU IE L BOR & EL, 時 に 不 規則 に 
COPE AVIS HEX SORT ILE b, COMAORME THEY ZABLE 
ず (FMA), AOS BOER IC ET ed, 相互 の 連絡 明か な ら ず , 特に 山 
THREAT Fh, 厚く 表土 に 被 は る ヽ ぃ ため, ZEMEICMAT SHERF 
賠 に は た さそ の 大 農 の 分 布 を 示せ り 。 


Wye 


’ a, 
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節理 と 断層 前 記 の 水 成 岩 及 び 火 成 岩 は , 多 敷 の 大 規模 な る 節理 に ょ つて 
貞 か る 。 そ を その うち 最も 閉 る し き は , 水 成 岩 の 成 必 面 に 直角 に 近く , N20~ 
30°E の 方 向 に 走る 節理 た し て , W80° AMICZERIL, (Ex EOMMOBT 
EMPEOTH BL (LED, ZICMIF SAZICAAE BAIC,N7OW の 方 向 
を 以 て , N80° AIMCHB TS LOICLT, と れ ま な た 概ね 整然 た り 。 と の 外 
奏 床 附 近 に 於 て は , N30~60°W の 方 向 を 以 て , KICBAT SS OBS 
り , DRARARIC KIRA OD ARIE, EE LOCALE OB Bec BIC LOC 
せら め れ , 火成岩 中 の 少く と も 或 る も の , PMN DIZ 500K IC fet 
PRL IE > DANICA S PAP a % OR SIL, 前 記 第 一 の 節理 た 洗 ひび, N30°E 
CHEREIT , PICA T SKE KL, DARD FB NE SSE RS @ hn 
き , TOBPMICIOTAC eS BPE HIC HET 

然 れ ど も , と れ 等 の 節理 の 或 る も の は , 火成岩 の 内 部 を も 綱 ぬ き , N30°E 
PFWMO AMRAS, N80o°W の 衛 理 に 買 か れ た る 場合 あり , 特 C N30o°~6o°W 
OEM BL, これ ら の 火成岩 を も 帳 位 する 場合 少 か ちず , 太 床 の 一 部 は 
FIC COMOMPRICHOCBEL, WIRED RO 火成岩 活動 に FE BARR 
の 産物 と 認め ら る 。 

と 羽 等 の 人 節理 は また 地形 を も 支配 する こと と 少 か ら ず , 特 に N20°~30°E 
の 方 向 の も の は , ECE IT IE S AGH OD L7H, WERMOR MOR Lhe 
b , ZODriICUVO THE & DUE Fe, PEI IC APE OUIT L Ye S SEHK 
DEAR EAL, CORMIA WM & He OD CHEHICHA SUAS Lo 

wR O* & 

MRORH ANKLE LD TCHRH AICO, その 内 部 及び 隣接 砂岩 
tH IC PET SEM IC LC, BILS SOME FEO, BAIA E BRIT 
CALE DAA eS Ey 2 Ua a PERL RO e OPA OA IC AA 
Nic PREYS L, MAE TS WEN A EE SE eT CLL. 

BEPOmMR PMN — StH SOLIS IC HS CUE, BI N20° ED 
GHPLIC IYO THROM FL, ZIC ETT re SWB ie EE RHI, WOE IC 
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COPRERT HRD WIS FFIMRICAG, その 目 に HOTEROR 
SADR AO SE & IBIAS, WELL IE OS IC HRA, $A 15%, 450 
B/G (CHEX SAAD 0, Z OMANI 2 -KICH て , 多量 の 人 金 を 含有 し , 

目下 上 下 に 掘進 中 な り 。 
PSP OME KIM SS ICH Cit, ZUL ¢ BULIMRL& 2 PER 
内 部 の 至る 所 に , LOSE SB L, BRASIFUEIC TB 検出 せら れ , 特に その 


第 参 面 
AY 2 LR 


(B-be R# = ta) 


砂 # Awww #4 
GREK OMB NLS O45 LEAS) 


WE FO HRPEEBERLM —ARICHCik, 10 K/h を 超え 然 ら さぁ 
MAb 3~7 E/M WRCET SRLS, Ha RLOR ERAS py 
PRIC LC ZUL CUE L CHIR E EE 8, BER RO SaBH ZTE 8 
MICHIE, 2 HRD O Hm UCI Nk & 5 phe 
SERS, HOWRICMS ELC, RMC CHT 3c 2 RRR 3, 2 
OOPS TEAR 258% ERK Ie LC PRISE Re Se HU, too Pea 
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aaa 吉水 踏 に SDC ASAI ABE IC HY Lee REM pg 
方 日 頃 市 の 岩手 製 錬 記 に 送り つ ヽ あぁ り 。 
Be の # 質 
前 記 の 如く , ATA eo Bik HA FOES HH IC MRE LL, Sih 
(BRD aE ICME, 


ie eal 
LCZDMRE BOS IL, ZOHH 際 を 充 た す 長 右 の 分 解 物 と より 成 


Bos は 百 色 粗 粒 に し て , Ze LL CR ICMAT HE 


第 本 


DE (LAD D GES HERE 
q 石英 m LS s 風化 せる 硫化 物 


り 後 者 は 稀 に 終 長 石 に 普通 な る UR OUTER & RL, 或 は パー サイ ト 樺 適 
の 痕跡 と 思 は る ・! 構造 を 示せ ども, 多く は 分 解 し て その 性 質 を 明か に せ ず , 
一 部 は 右 英 の 粒 と 欄 と の 間 に も 挟ま を まり て , そ れ ら を Bes oarKwes, 

含 金 部 に た 於 て は , TALE OLAS HE EN HAE RKB & AL, 一 
KEZYL A PBAPIC HS Ck, DEGREE OHMIC HET, WRIT IRAE Be 


BR 
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石 質 の 部 分 を 交代 し , 石英 の 間隙 を FUT SICHS. WN SMDCHAN 
SIAR TI EMR OLE & BLL TC, RO RG EE, その 或 る も の は 
SAMS eu Be Zc LC, 一 部 は 無色 に し て 白雲 母 に 近く , —TBILAT Ue D ewer 
IC CH CBERICMITIE, 多く は 区 だ 微細 な る た め , 之 を 取出 し て 光 目 的 
CORT SHIT, COMMIS 風化 に 詩 し て も 可 な り 安定 に し て , 之 に 件 
te SHREDS ¢ UE L, HERR ETE IC BE SICH TB, な ほ 多 く は 
BSBA SAB CHHE TE SIBLE ART b (ASU BHA). : 

Bo MSR OR eMtht L CRE MUMICIC LT, RICHED 

岩 と 名 づけ た る も の に 類 せ ども, ES DO (PVG BRO WEE EAR 
Len OED L, FHEAORER LMT IUE, ENENANHERO 
黒雲 母 珍 岩 に 移 化し , それ ら は 時 に 相互 に 移 化 し , 時 に 明瞭 な る 境界 を 示す 
WIL PES BPG MICS Ck, 白色 短 柱状 の 妊 長 石 に 富む 府 長 班 岩 と , 時 
TAREKKO FAP ABER KEL TS fSPREA Lit, BSL EWI CHET 
れ ど も, その 交信 の 前 後 は 明か な ら ず 。 

但し それ ら の 成分 を 成す RA, 雲母 , 角 関 石 等 の 題 微 鏡 的 外観 は , 何れ の 
部 分 に 於 て も 同様 に し て , RHR AIL BIC RAR EM, BPO RPHGES 
AT o COIBPAIKAK 1.502, 最小 1.551 程度 に し て , 中 性 長石 と 認め ら 

る 。 角 関 石 は 題 微 鏡 下 に 比較 的 淡色 に し て , Jae HS & EENK & KL, (oro) 上 
DIP IEAA 18", PATA a= 1.032, y= 1.050 に 近く , FAVS OBC CHIH HRY 
AICHE EY, HHO LO LY VEX , BAGETE IC UAB TD BORIC LT ESIC 
近く , 重 屈折 E 7k a THE TS, BRAM bE USED S (6 PE 
FSSREIC LT, 六角 板 欺 の 結晶 を 成す も の と , MI ROBAERTOL 
あり 。 
本 岩 の 最も 著 る し き 特 色 は , 角 関 石 の 殆 ん ど 人 部 が その 固有 な る WERE 
係 て る まり, その 一 部 分 黒雲 母 の 集合 に 匂 ぜ る と と に し て , 2 OMRON 
ORE SUMMIT SL SL OBRBS, 石 若 中 の 小結 唱 に も 認め られ , 時 に は 
CUA DEL LT, BAHN MES Sy 角 関 右 に さ へ 認め ら る 。 一 方 
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品 雲 糸 の 一 部 分 は 自 形 の 北 品 と し て 角 関 石 と 並び 存 し , 爾 者 は 初め 共に 安 
定 な る 結晶 と し て 品 出 を 貫 け , 然 る 後 , 角 関 石 が 時 雲 母 に 比 し て 不安 定 と な 
れれ る 結果 , その 集合 に 長 質 し た る 結果 と 見 る べし 。 こ と の BELLAS 如何 な る 康 
因 に ょ つて 生 ぜ る や は 不明 な れ ど る も , と の 種 の PAIN AICHEF SAE ICE 
ROBERT EOBILE RSS ZERL SZ HL DRC, CONE AH 
DMR OP AOBETT, BO BRITA > WOM Oo BD ck PUREE EITC HRS & 


第 az fl 


PYRE es D UY Hip 
PREA b RRM bh MBB SMA g IE 


BIROPEMNICHET Se 安 営 と すべ く , 恐らく 特に アル カリ に 富める RE 
生じ , 既に 上 品 出 し た る 角 関 石 に 作用 し た る 結果 な る べく , 金 の 分 布 も 或 は と 
の 種 の 引 液 と 開 係 する も の な る べし 。 
附 86ftt 2 BSR 
PLZ PAE URPE (k ICSE PST IC BRS TL 17 KE, PERERA HSE 
BOB BIC HMS 3 AEM EK 2702R) OAL RL, WHY 130 AYO fies 


本 72 (36) HBR wR RBS as #& 86 


に 在り , SOAGEOE 7 AIG, MEO — ATTIC HA, BE OPEMBE & 
CPE TN (, E7e IEE Ce, 自動 車道 約 3 FICS TS, 附近 は 
HL LCS RUIZ (RHEL FAD BS NHBC L 0 KD, Ke N 20°E, ph 
EPCAHICAAL, BAHO WICIFO CT MAM ZAT SEOOML. Tk 
IRIE C OHA @ BRLIC YB OC CHEK Lie 3 —- BO I AAR AIC Se © RYEL 
た る も の に し て , 現在 知ら る 主 な る も の は 厚 さ ェ ~2 米 , 延長 少く と も I00 
米 , その 壊 頭 は 造 か 南方 まで 追跡 せら る 。 走向 N 20°E, 傾 角 80~85°W の 
IIR Fe BAER Ie Were E , 北端 は N20°W, PRICE T SEB IC LO CHDEL, 
AOD #ETTAIREFEDELOOML. 


ASR DPE TL S PBS L, VAR GIB ie S BIEL, ARORA KO SR ・ 
AOE E OKO, SH SOMGE e MITE ik, MULIC EO CAME BRESNM 


FEIT HS TH MAB D. NO 閉 る し き 特 性 は , 未 だ BULOHSLDE2S 
部 分 に 於 て も , FABIA OBER DSAR AAS} ME SMIC LC, EME LC 
すれ ば , ANAORA E BMI IE AOR PIO AA Ic BEL , BI 
RA OBES & 7e BOLI & BE Sb, 岩石 の 内 部 一 様 に SEO MIR 
REEL , BUKBPAOMEL. 

加 ふ ある に , 本 岩 床 は 部 分 に より て Bi CHMO BI IKICTABUUBIICH 
DAL, その 一 部 に は 硫 現 鐵 確 を 件 な へ り 。 人 但し これら の 石英 脈 は 通常 却 つ 
CHICZL( , BILEMSE OMICS SHA HC HEY L, MW Mos che 
ば , その 品位 4~7 瓦 / 屈 を 普通 と し , HEME CMRAET SABSNICHS Cd, 更 
ICejmMICET, LERT SIC AMOS, HHTOY OD BE M 
TIC LC, TOMICH T HRV O—BICMT IE %, TOME DAH 
WRI “CHBARIC VO Ds SMICIS TC, ASH & ZOHLE ICT, 

ABU D GOLILE 2 FIT It, KINO BE LAER Z PIE OER E 
hh, UBER IEA & ee 2 OBEILICHE (we Elva < HS BO 
英 脈 と , COMMOBRGE ICE Sth OBIE ¥, EMBIC HT EO BU 
WAKE IC HD) CHEPOBE BHT StL, その 或 る 部 分 が 更に 後期 の 右 黄 


#8 87 Wo mo x . 本 73(37) 


RIC dd, それ が 却 つ て 金 に し きこ と 等 に 於 て , 針 2 賞金 座 床 の 特性 
と 共通 する 所 多 し 。 但 し 両者 の 直接 の 除 絡 は 認め られ ず ヂ , 針 2 濱 金 確 床 の 
Barre Stitt (Clk, 女川 金 確 床 に 於 ける 関 終 媒 に よ ょ つて PE BH ET 4 St 
た る 形跡 な し 。 
要 約 

月 立 金 喉 灯 は 北上 地 の 市 部 を 構成 する 中 生 廊 中 に 送 入 し た る 術 長 沙 岩 の 
不 規則 岩 賑 に 人 翌 な ひ , 金 の 一 部 は 同音 脈 の 内 部 一 帯 に 廣 く 分布 し り , 一 部 は 
之 に 接する 砂岩 及び 粘 板 岩 の 入 理 に 平行 な る 断 居 性 授 息 帯 に 確 染 す 。 
ADE OK SAIC IAG HO HAMIL HAMEL APRAE 8, を の 大 
分 に は それ ら の 硫化 物 を も 認め ず , また 何れ の 部 分 に も ABEARAE & FETs ik 
FRA E 唯一 の 特性 は , 砂岩 に 於 ける READ WE 2, BHO 


針 之 濱 金 奏 床 また 中 生 訂 中 を 費 ぬ ぬく 珍 岩 質 岩 床 の 肉 部 一 帝 に 人 金 を 磯 染 せ 
ZBvOKRNE 4, AAI * GRO AKITA VAI, HOTDD BOS 
FASRRIE AIL LL, AAEICS BO ABE HES OF, BOKBEEO Bh Hie & MIC 
LC, ATM £ BAe Pic F. 


AIC? SRAO PEs, ARBRE SH DRAB LY heb So 
EERMBOMRICGY, Are EROS, ACW MIR, Cae ee AE 
HL, ARMA MICICK YU CBZAOMPE HTS. CN IMA CHR ERTS 


ーー へ ヘ ヘー ペペ ヘー へ ヘ ヘ ハハ ヘー ペー ハー 


QR Kod 月 上 旬 本 倉 第 13 AMAMICAR AU AR LRE L OE 
ALI Ge LEAT CBA ~ (, X OMANI HRY BSL 


1) CHE ORC CMBERKEOMIN ES WARIO IC MTN EL, TOR 
PLAGE IC GD BAB REESE IC CHO LE HIED Vo 


本 ?4(38) 


a AR ORR Bae 


th 88 


BST Ge TETRA ALA RES Be ISM ATA ET LOL AN AE BRIE ITE LE ILO DA TICE BLD MEE PILE LO ETI, 
SiR 本 會 々 員 門倉 三 能 君 は 去る 12 月 29 日 , ARAMA S 1 月 
18 APKC ONE, MICHA CHEERT. 


ne mn 

95 | {ARER(2) | 11.60 a 
96 6 岩石 より 成り 

97 14 ! RORY. FARE AIS 
98 8 wid pee a 

ie 14 BAF lal 

99 13 HEB, Be DR Ys 

101 10 cs aa} 

103 脚 ze 1 | of metamorphic rocks, 
105 4 12 Tae 

- 12 | eqeilibrium 

106 19 RAE ik 

110 23 PR A 

113 8 8 7 tial 

» 9 S75 lial 

114 A o# 31 人 第 九 園 

115 2 REGO CHET S 

117 1 六 岡 及び 第 七 岡 

の OD 

118 | Bl ee owe Pe 4 

119 1 26 & het 

, 脚 誕 2 | 折 屈 を 

im 2 Ath ey, iC 


iE 


11.69 


BAL Y 

も ゃ も の な り (HMA A AAR) 5 
角 隊 一 線 色 片岩 は 

AE fig es (ZAI 
SSR aA lal 

WER, FRE, Bop Dei 
BRIE 

of rocks, 

Et 

equilibrium 

$b KS Ab 

#8 

Sta A lal 

S88 /\ fal 

Sates lal 

PR AO 45p IC LOCA FS 
SAA MARUBEAL 
0.68 

12, SY 

Ay & Beth 

Biz 

ib, DX 


0 ip o% fb 15 (39) 
ee ee LS Belk BSA IC BOS 0, 焼成 物 は 
Py Bk POF Vo VEE & SET ICP 
eee ee FEK, FV PES RBAORS 
に し て , Bias EBM ARV, XK 

ts & (i = 4 fe) 
me toc REALAMERA RM ESAt, RM 
6508, ARERLEMFLIFY A IM | OMA X MB id CaO.SiO,, CaO. 
# Al,O; OWE EF, 後者 は CaO. 


朝鮮 江原 疾 下 康 郡 南 面 芝 岩 里 の ペグ マッ 
RA PSAP ICES SR BE IC BH 
能 を 有する も の あり 。 分 析 結 果 は SiO, 
17:66%/ Al,O, 0°23, Fe,O, 8.81, FeO 
9.95, MgO 0.31, CaO 2.12, TiO, 17.93, 
MnO tr., Ce,O3 14.21, (La, Di),O0, 24.09, 
Y,O, 2.45, ThO, 0.67, SnO, 0.25, (Nb, 
Ta),O,; 0.63, gf 99.31 LUT, RHO. 
R,U10,3(Si, Ti) Og, (RI = Ca, Fe, RIU= 
Fe, ff #703) te SB, & AIK FG LEE 
FRYBBBM UV, ZERRMShE 
る keilhauite, grothite, alshedite, eu- 
colite-titanite, johnstrupite, mosand- 
rite, rinkite, rinkolite, titanocerite, 
kalkowskite 及び tscheffkinite と 比較 
する に tscheffkinite Icfkhy cB ( —3k 


Fo BHM ORFBICISO 5 EM ILS EMG 


Feet, (MATHER 19, 13211324, 昭 
10) (ARI 

6509, ゲー レナ イト 及び 次 長石 の 合成 並 
Ol XA 秋山 桂 一 


ゲー レティ イト 及 び 次 長石 の 合成 た 就き 
て は , Jander 及び Petri (Z. Elektro- 
chem., 44, 747, 1938) DHF#h VU, Sta 
ee 
分 を 所 定 の 分 子 比 に 調合 1450°C に 
a na 


Si0,,7VARNF AD, タデ イト 等 の 夫 
EES Mr HOES Vv, (x 
化 48, 757~558, AB 15) (AFR 

6510, 金剛 石 其 他 の 硫 物 を 使用 せる 新 
屈折 計 Anderson, B.W., Payne, C. J., 
Pikes 
SWMBRURI Ae HS CHER 37 
リズ ム に 依る 屈折 計 に 就き 述べ た り 。 前 
考 は 1.55~2.10, 後者 は 1.3~1.70 w Hh 
lit] PTS % WWE LF (Min. Mag. 25, 
279 ~583, 1940) (ARE 

6511, 消 光 角 測 定 の 一 考 窒 Inuzuka, 
Isl. 

昭和 14 4 Sec Bey HES 4 re S Hh 
飼 に 陳列 され た る 著者 考案 の 消 光 角 測 定 
A one 
る 部 分 は 光電 管 , 抵 抗 , ミリ アム メー ター 
及び マイ クロ アム メー ター な り 。 EME 
ELBE D WLS D HARI TE & BEE Sa 
端 の 方 向 を 測定 す 。 AICBARGE O PUBIC 
Nae KS , GF BO WIC EO CIA 
SMELT SVAFZ ATF AX-R-OBRO 
Pom hei, CORDELE RT i 
TARA IEDT Te Vo k VIER ERD ES 
Na J61C KOBE A OME HI Ela V, 
IAEA IE 0.5° © RE IA IC CHM L 
Gx (, ABBE VAVA-R-OfF 


抄 16(40) 


ee ee 


28 90 


り y り に る 使用 さる 。(Am. Min. 25, 735~ 
737, 1940) [大 森 】 
6512, BNDBt BRE 
Michimneye #: 
BILRRBD DS WRICEES , 微量 
EC ae reer ae も の な り 。 
REG, BAFARY AHO CBWE を 
AT SIBReKCE( tory, COe 
OBE OBULICR V CHR of 4 SAE 
す 。 例 へ ば 岩 監 の 場合 に 次 の 如 し 。 


Friend, Jan, 


Au Fe Mn 色 
2332 0 Indigo-blue 
7 0 pale—pink 
12 8 0 ” 
9 41 0 pale-pink~brown 


cuK Au RY Fe Of HRAEBTO 

—BArte 0, (Min. Mag. 25, 584~596, 

1940) (A#E) 

65138, BHWKE ROBE Carman,P.C. 
JES EER RO EIR © f8 oh HEISE ICH 
CHIL EER DEM IC WS TREK 存在 し , そ 

O*E ARE OFFPEL A SS Si-O Wi 

BRA EERR Oe 4 + ICH T RBLS 

STCLEREL VU, CORR HO HF 

if J DS EER Ze TS IK HC 吸着 され て , 

surface hydration O/RRRE RT, Bb 

Fe KR AE & Te LAE L CK 4 > 

Y ERS 5 BAI RIFOICAS, FAR 

PE7KPB (LEEMB tr S % OS FH MM te SH, FE 

酸 の hydration “4 Ac KRWGARELT 

fee UL, SRAREERR X 0 Si(OH) 4 分 子 迄 の 

fe] 4 Behe LEMANS IC AE HET SO CLE 

be Vo TPR LEERP IAA 2 72 te O 

あめ 常に 非 可 六 の condensation を 起す も 


の に し て , そ の 結果 eae x BER 
EEMR DHT IC BME L RIK LE OMIERS 
CR eee 

BEF ICIS LAE CIB AA O fej ic conden- 
sation が 起り ゲル を 生 ず 。 アルカリ性 深 
MPIC CLE HE RH ORM LL T (A 
HL» ED -Si-O-Si- OF{As MARI th 
CHALEUR. Z2EO gti e HST, 
EER Xn , ERT 1 RU 曹達 理 酸 溶液 の 
BO LEP ek ROO CRA VU, 
(Faraday Soc. Trans., 36, 964~973, 
1940) [高根 】 

6514, Cornwall 及び Klausen 産 の 
woodwardite Meixner, H. 

Foullon に 依り て Klausen 産 の lan- 
gite £ BAS He Sy e , ES, X 線 
的 並び に (EER ATIC PEEL, 
な る 事 を 確 め た り 。 こ の woodwardite は 
langite と hydrargillite の 混合 物 に る 
JES, X lettsomite と の 同質 物 に ゃ 非 ず 
LT, ant S —BR te 0, (Zlb. 1940, 
238 ~244) (ARI 
6515, Galenobismutite 及び lillia- 
nite AH 65380 25a 
6517, Cornwall = 及び Bolivia = 
Jamesonite AH 6529 Bia 
6518, FR AiR ORS t BETES 
Chao, S. H., Taylor, W. E. 

MORE ARM EIAO XN 線 振動 結 
ts 5 Te RS HY BR, EI BR り , そ の 結 
AL URE G OF th EWI ( RO 
Wn < O{LBEREP IC kL VBMETFSROL 
MN LoMARAL UD. と も 次 長石 分 22 
% は 草 長 石 構 告 を 持て る 同 像 置換 列 が 


woodwardite 


線 91 抄 
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TFS. < OM fF it ky 8x13x7A 
に し て NaAlSi。O。 OP Spy: Sty 
は (CaAl) が (NaSi) HPT SRO 
LOPES, ML. LEMBR OMB 
TARAS MEARE AM) (CaAlSi,Og) 1c BFF 
LOS LARS, Coes PEAKE 
石 構 造 を と る 。 COMMAS ILw 8 x 13 
X(2X7)A に た し じ て 8 分子 を 含む る, 勿論 
草 長 構造 に 基 だ 近似 の も の な り 。 PR 
長石 の X MME oT BR 
do C, He BHRE OIF + IRR A HEE O/F 
tL oHIG: UCRALESXL. BHO 
{ER OFX IC ILBICB( OFF 
Fee ey, (Roy. Soc. Proc. A. 176, 
76~87, 1940) (SHR) 
$519, BARBRRBERE ARK 
BEATA SAB 6 2FT , ATA ABATAMY , 深海 
AS RO AGEL CERRO 3 = AIC O 
き In AZ RAIAE D ALI % DAC TARR % Bd 
At UV, BRITT tH B= tle Fic 
fEla L, iL CHR AIG & RE GS OTEK 
PRICREHES 2 LD, BES IC HS BPH 
CBRNE (POM RIE Ze T BORLA 
HAG rs CHERET S も の の 三種 な る 事 及 び 
% OMEGA MET 1< [IR DO ERR BD #7 PE 
MeyCDe Tt ~% り 。 (Abe 52, P. 493 ~ 
509, WH 15) C Ung) 


SABRKUS 


6520, ABMS 石 の ラ ヂ ウ ム 含 量 1, BR 
島 斉 玄武 岩 , ア ルカ リ 粗 面 岩 及び 白 格 石 
岩 の ラ ヂ ウ ム 含 量 Pre 
此 等 岩石 試料 約 20gr を 粉末 と as 
Be a te 


sz eS ~te S 


L,* 2) URC RURAL, ヶ月 族 軒 
BFF UD LEGER SF PY ER 
mae? PF yetick vile L, 7 FV As 

量 を 求め た り 。 その 結果 ee Bg 
Vik TF re OMIA IC HBF HILAR 


DU Lo 
LA _FPipisteevenes Ra @§. 10-12gRa /g 
5 is) Oe 0.13 
= FLEE A BL 


ee 0.91, 0.95, 1.16, 1:27 
( SBS PEM THA) --- (1.36) 
fa B-BeEM : ( 
Fag Bas 
El Cc ia A et D Ra Ain it MEH OB 
期 の も の ほな ど 増 大 する 傾向 題 著 た し て , 
Joly, Urry 等 の 撤 験 結果 と 一 致す 。 上 
ata HOA Ra Hit & RO REKK 
# 0.13, rr DHE 1.13, FAH 
1.65 IC LC, IPE © の 同種 岩石 た 比 し や 
PPX LOLML (ALE, 61, 149~153, 
WH 15) (AAJ 
6521, Ab RIN BASRHKAWEPLAVS 
HeBORKACHSS—-BR(1) “PA 
ER 
ARIAT CSE id SL Oh EI DE 
BRU BERIE XK V te S HOE FIC BRK te S 
TRAY RRA BU eRL,AOEK 
AADAY-FTERD VV, ORICA 
FRET LR BEC A, BE Ky SE 
Hts, OKI OBLM ISL RVIE L < 
NE-SW, 又は NW-SE *% , 7E fg Bo 
(3 48 PSB - SRR EEE fdas, SR SR EAE fied oe 
WEA hOB DS Yo 
R&#BL( KOK Tr AI KRE 


0.86) 1.41 


RRBs 


_& 18 (42) 


a Oe ee 


fA 92 


WET, HART © tre x Ws 1 5, 5 2 
型 の 雨 考 に 分 た る 。 HS 1 AO PEA It HK 
hia JA, AE SEA HE, RR, 
PLS, VRE A, FB vy BORIC LC ABE 
順序 は BREE > HE 石 っ > RET > BAR 
長石 な り 。 第 2 MORE EA, Ate 
A HEA, BASEL BS 1 型 と 同様 た し て , 卓 
THRE IS BE > AR RK 
HR> BRRRAR VY, ARAR BAH 
RA, HBICEITT OKHEAT AL, MH 
EA lk Fo, Fag) ORE BL, MAE 
SRR AD A AE ts, IKE, 
RIS RRB EBL, MATS, 2V, 消 光 
FL ABKL VRC GAT, ABA 
ji n=1.508~1.509, @ BMS , HD 
ORm ERT RERDSMIC MLE has 
HV © TPES RU HERG RD CHS , 
RICK WHORRe rT, 捕獲 岩 は 各 程 
BEORB(EA eT, OF AKL XB 
の は 白色 軽石 然 と な る 。 捕 獲 結 晶 は 主 と 
し て 石英 , 長石 た し て , KEOREOBRA 
理 に 不 均 質 な 部 分 を 生 ぜ りり 。 (地質 47, 
457~467, HB 15)(AA) 
6522, APEBWO X 線 に ょ る 研究 I 
Pras BRMESR SRI lta, FEM AS 
Wi, 安藤 良一 

Fee EF BY ICIS CIE RPA BR EL CRG 
せら れ た る 足尾 , 湯 2 澤 , 細 倉 , 大 土 森 各 
HUE D ZnS AER AT OB, X 線 に 
LORRETI~), CORBLL cha 
META RSA DR DBP AR ES I WE OT BB BR 
NE MELPO DR” & Git (Kk Se SAG IC Ta - 
SA ic 4 AF PH) on Be AE pe SB ACHE SH 
TOMAR BIL EPS 0, % ORF ERB 


4 TR LW HE © Brae CHE me SB RIL HB Ye CTA 
HSB DE te SBEKED ag=5.39~5.41A 
EGE V, MAE OMAP Hh ICBHE BRD 
Bib LXMPHTRMERMTLOILOXLBDOE 
Vo fA Cate SA BRIE ag =3.81A, cy= 
6.24A, c:a=1.638 tr y, (Hk, 61, 
719~725, WB 15)(AAI 

6523, Tandjoeng Binga oft Ss 
van Bemmelen, R. W. 

本 地方 の AVAL ABR SS AE - 44 A AE fig 8 IC 
“ZR ORR ABBE S V Az 
Ai~Se + Hg tee Ee FRICR SE 1 米 以 上 に 
BRO FIGS IK OM = THREATS % 
OH Vo ARIS MH DZ oh RL, MK 
Bia |L BA EE ASE 石 , 線 色 角 
AA, BS A (PIMs BREA, Ph RB ik 
MRA-KERA), 其他 より な り , そ の 量 
の Ee RE RT 
B, VF, CARE ICMAT. REE 
i ICHE L CEE SD Y CHER ITE A を 
RIL VY, MEO BM ICD & (LBS EFT 
ひ 基 の 結論 を 得 た り 。 SIO, KZL( 7 
WHY OS 基 性 捕獲 岩 に は K。0,SiO。 
AYSIM S tr, FeO,CaO,MgO 等 が 険 去 さ 
4, SiO, Ki DS HHO IE Tr DY 
及び Al。0。 BRME Hh, COMBOS 
TLE VY OEM ICIEe DES SRI ER 
す 。 印 もち 此 等 の 岩石 は 其 性 及び 酸性 捕 絡 
a DAE hid (OVE IC k S DERE LAS ae 
“Lo COVER © AMICK CHE haa 
ASA Res O him (BPE & BT Sl 
Hp e SHE te Y, (Ingen. Nederland. 
Indie, IV, Geol. 7,63 ~66, 1940) LAA) 
6524, FYRVA MAL RBeRoOS A 
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F4 Batemau J.D. 

ォ オォ ンタ リオ 州 北西 郭 始 生 代 の Uchi 系 
中 に Confedration 4é fmapEe & Fhe bt 
SRI 12, I~ 2M OR RSD, 
RIC RE, FY OK HAD 及 東 
RAL ARLE OPARHPIELBRTS 2 7 
HAY VT RAbHROBRAICLT, AHO 
aA OP’ hOB, Babe lt BARS Oe 
DPIC TE O ty 4 PHC EY tectnic defor- 
mation を 被り た る 結果 ミロ ョ ナイ 又は 
ルト ラミ ロナ イト を 生 ず 。 此 揮 岩石 の 棋 
RE (EBE RAMU ICS B74 bE ORERE IC 
De eaike Y, (Am. Journ. Sci. 288, 
742~750,1940) [加藤 
6525, 昭和 14 SROBS RAM 男 
rE HAS = 

BBEEAREB OMA 156 ih, 富士 火山 
AE DTIC MLS STRAUS LT, 明治 35 
年 8 FA KBE © RRL HRD CABERIC LT, 
Bee PIC ES COATS DD) , 7 RB BART 
に 止ま れ り 。 し か る に 昭和 14 年 8 月 18 
日 穴 然 叶 火 を 開始 し 岩 居 , 火 山大 等 の 噴 
由 著 し く ,10. 月 2 日 に は 赤熱 燃 岩 流 を 
MH? LY, 3 Acie OF DR, THF 
Ll DPF CHP AI RR SO NICHD, 
Rit Ht), TS TH (LAR REL, 
47 Ach Ch# ZAI L % OMA 
線量 は 約 108 立方 米 の 英 犬 な る 量 に 上 れ 
り opts (ti, SILA © OE A ZeLL 
HCL T Ango~9o ORE H, RAE 
POSTE G&S ET (EEE HT DO 
結果 に よ ょ れ ば Bandose に Bh し 玄武 岩 質 
ZV LRT WA LORY, ADK oO 
心 跡 は 子 持 山大 日 浮上 に 起り , 明治 35 年 


の 活動 と 異 り 爆 細 性 中 火 を 鉄 き , 最 初 よ 
DRM 2TATH LIC BB aS POH Sh, 

Bua Att OWE S BRICIAT, Pmay 

イオ 火山 近年 の 活動 た 類似 する も の と 言 

ふ を 得 べ 1 し Do (Proc. Imp. Acad. 16, 231 

へ ~235, 1940, th, 47, 387~403, 昭 15) 
LAA] 


(6526, 昭和 15 年 7 RESSBEARAR 


告 (第 1 部 ) RW, KAS, 永田 
KK 

昭和 15 年 7 月 12 9 = we BRK 
KBE VRSKAV AB KEG OH 
奏 員 に より 同 15 有 日 より 8 月 5 上 日 に 至る 
ic, WANK ABD ELT, 噴火 地 吉 の 
現場 調査 及び 親 測 FT O GS Fe S ER BR 
告 せ そり 。 ML CRAIC Mk ORGS, A 
KL SAT SAL, TH Yn OS Ai RU 
SH UA KCLORE, PAH WoRns 
AY PERE (以上 津屋 兵 ) FRA © BB BE 
(ARIE ER) KE DUEL BE (3k FAR) ICO & at~ 
%U > TRATAH ie So A IRAE Cet 
7a A LU DK Lu Gat (ERG Be, BG A 玄武 岩 ) 
¢ MBE A OM WEIR, 3) 24 BE 
岩 (BSE A SSR i PEA A 玄武 岩 : 安 
山 岩 ), FE Ath DOE aS & DS aE fH] OM 
CURBED S HOEK V FAV CMH 3 IE 
ERT AS SPRIC LT, Chld Br as Be 
MRI K OLY rE SHICAS 30 
Ley, Bich eK Ka (BRKE B - 
EG KIS Ais) の 他 に 比 し て 結 
上 品 席 の 高き 事 た つき て も 考察 せり 。 
STAM Wy te D TSS, EKA a Me US 1 AE LL 
KUO REBT EV, (Fb 
G2, 12, 10, 435~484, 昭 15) CAMB 
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6527, [SBORECE SHRROM 
化 た つっ いて INPRBE He 

昭和 15 年 7 月 12 日 午後 7 RE Se 
Ib SERGE Le, AGE OL OME IC 
BOK AC, Hoo OR ets 
7A So WE YE Xe HH oe VE HE 8 ICR 500 RFE 
Lk, 紫 の 潜 内 に も 2 大 火 日 を 生じ 約 70 
KOBBREL OK, 活動 は 12,13 唱 を 
以 て 終了 し た が 14,58 XD He & BR 
より 活動 を 開始 し 25 Bic ke OTA 
K#L8 AS BIR LK, 活動 の 最も 
Rie U Lic ak Gwe Ritn,wik—-OO 
FAgeMy tt LAD PHS 筆者 は 伏 角 の 韻 測 
を な し 昭和 15 年 の 基 れ と 比較 し た る 結 
RIB BS Be LC AE ICY & A, 
IA HK 35 GF ICME BOK OP ix 
幅 400 2K FEAR) FA aS LR RCH F 500 
KE ChLOKBS OW RGAE DFE 
LMA So CHEK VMK WISH 
OBE Ee BEHLS VQ TAKA iit OMS UEC ek 
RET BEA CARB OBMIKC LOTS 
の 帯 蔵 き れ て ゆく 情況 を 明か に せり 。 
(Proc. Imp. Acad. Tokyo. 16, 9, 467~ 
472, 1940) [加藤 】 


2k & 


6528, BAOIBRPD Cu, Pb, Zn 含有 
m@ RAK 

MAILS OSLO FFE OD FICK S tik 
HO Cu を 滴定 法 た に より 極めて 正確 に 測 
定 し 得る 方 法 を 考案 し , 之 に より 本 邦 の 
BAT 7-7) PET SRT © Cucth & lle Vo 
Ll FURS 48 (k 68000 y/L ic THEA & HL 
他 は 1O~160 y/lic LT, Fe LOH EH 


BR RR BS 


fm 94 


る に Cu:Fe は 1:100-~1:1000 FRE te VS 


Ph (CD& Chi HHRECBRe 3 HE 
Ick VU FFU 0.000 ~0.033 mg/1 な る 結 
果 を 得 , Zn は Fischer Hick Y 0.08~ 
0.036mg/1 な る 結果 を 得 た り 。 (Bull. 
Chem. Soc. Jap. 15, 439~942, 1940) 
[AAI 

6529, Galenobismutite 及び ‘lillia- 
nite’ . Berry). G. 

Hig Ht Nordmark #§ i 7 galenobism- 
utite を X 線 的 に 研究 し , 次 の 結果 を 得 
た り 。 符 方 唱 系 に 属し , Aes DPS x 
は CR, な り 。 MF Rid ay=11.724 
0.03 A, bg=14.524+0.03, co 一 4.07 + 
0.02 に し て PbS.Bi。S。 の 4 FER 
す 。 比重 7.04( AiG 7.18), PS MIs 
Mfc LC, he ROME & BT, HNO, 
IC VIB ICZEL ¢ OUR PR SRL, 
fat ets & SHES) KCN, FeCl, KOH, 
HgCl。 と は 反 應 さ ず 。 

Lillianite (3PbS.Bi。S。) は Keller jc 
依り 1883 “Fic ar 3 tte STEM te Sd, 
CRONIES IC X 線 的 研究 の 結果 , 
方 鉛 残 と galenobismutite jf 44% te 
SCL EMV HY, (Am. Min. 25,726~ 
734, 1940) (AAI 
6530, Cornwall 及び Bolivia = Ja- 
mesonite Berry, L. G. 

Jamesonite OFFAL RIC HERoO OM 
Vg 一 つ は Dana (1892) KU Ste- 
vanovic (1922) OF AtRERS OIC 
し て , 他 は Slavik (1914), Miller (1938) 
FORD O BARU Rib 
に る も 種々 の 式 あ り 。 lg sey Cornwall Jk 


RB 95 tb 


鉄 fh 21(45) 


U Bolivia 産 の jamesonite *% Hye 

次 の 結果 を 得 た り 。 AB Yk X NITE 
FEI ARAL , WB RIC A 
Bort a=15'68A, b=19°01, c=4:03, 時 
BH B=91°48’ に し て , AeHARIA C3, 
%Vo Mev lz (100) ty, 4PS-FeS. 
3Sb。S。 の 二分 子 を 含有 す 。 比重 5'63( 詩 
SUG 5.67), PIE MIL A fH IC LT, a 
方 性 を 呈す 。jamesonite は boulangerite 
EGR AKC CRB WOR 
考 は Fe cL CHR REF. RC OW 
We iit KOH ic Chik S S 4 (Min. Mag. 
25, 597~608, 1940) [大 森 ] 


AnB Ka B 


6531, ヴ オ ル ガ 下 流 草原 の 石油 Uspen- 
skia N. G. 

YAW DP RR We 2 7 TEI IE 
BRK te S Tela aie 
PORE, PAs le off 8 ot JZ eS eg 
rns be axel 
LY ARIEA UR Gr -e2anNEM 
Rs oe ae 

BR Oe ask OME IC HAT L, 
a Gwin tin eek 
iko SEI L VURMSERT, HS 
GU) tS Ae Yee A IE fs OS 
Rey oe 8 ve 7 GEM 2 ah CU BEIGE DHL 
得る 埋没 山脈 , (2) AF OLE ED APB & 
SV=F RMOB I, (3) ヴォ ル が 
Pik RU aes HP HAICH SHON 
Wie (V7 RAN REP YAY 
Wt ¥sU AR & WR te S HE Ise i tke 1 D 
ML EW) GVEF > 反射 渋 地震 法 を 


% DEAR TI ICMAD & S ERIS 
OFF te SHES 5 ICBNV, (KER ob 
PRICE} V , co HSE BA HE の 地形 に 
も 表示 せら る 。 BU EMC CHRO 
PHL NS VC (LICHT © BE HAS FM 5 dr, WHE 
BROS BrP HA Oo = 8, 4 BE fe 
に る も 存在 す 。 地 質 的 た は 油層 は 各 時 代 の 
地層 に 期待 し 得 可 く 特に 注意 す 可 き は 岩 
ER ee te 

= FES OMS (xX HMA _E Mk D 
る も る の な り 。 以上 の 特徴 は 北米 ミッ ド ・ 
ュ コン チ ネ ント 油 田 に 類似 し , 新 油田 地域 
と し て 注意 す 可 きも の な リ り 。 (XVII In- 
tern. Geol. Congr., Abst. 18~19. 1937) 
Crt] 


He oe i FO 


6634, HFORBIIEREORE Pres- 
Om, By 

WF © BEDE (Gin BE ve 72 TE © ALE 
(gradient methode) #i%e32L,%n & }iJ 
ひ て 得 ら れ た る 結果 と 従来 の quenching 
の 方 法 に より て 得 ら ちら れ た る 結果 と を 比較 
ZV, それに ょ よれ ば こと の 方 法 は 友 分 信頼 
する に 足る 結果 を 興 へ , [AR IC IBS BY BS itt 
BEDE DO ZAR ICEL UA AA CHS © TEBE ICH 
る 知識 を 得 し べ 。 完全 な る 平衡 が 達せ ら 
RLV LBDSORMEO MRE OY 
FRYE Ry OSI IC KS SEMPRE O A 
を る も 論 逃 せり 。【 高 根 】 
6533, アル カリ 酸化 物 -CaO-Al。O。- 
SiO, CO, Ric#T IX. SiO, の 各種 
相 の 行動 

この 系 中 の SiO。 (LFEBO ERIC HNC. 


Kroger, C., Graeser, W. 


fb 22(46) 


a BR TR BS 


#96 


LP 2 Yo BHC OROK 
HE DEBE , A: RM RUG IC RIES SiO, 
D4 EHH ORIG EFS Vo 本論 区 に は 
DIVAN GF, HBR, Ve SiO, と 
Li, Ca, Na+Ca, K ORBB (少量 の 
H,O 及び CaCl, © FF fe RIL AFF FE ICT) 
LOMO BAL ARO X RE 
BRL eERmr~v, 1. LRRRBLZ IZ 
トペ バー た を 右 と の 作用 a) Li,CO,+ 7 Y 
スト ペ バール を 石 」 kL A UROP CCK 
の 作用 を な せり 。 [Li,CO3] + [SiO,] = 
[LigSiO。] 十 (CO。) と の 作用 は 不安 定 に 
Tt, Li,Si,0; it RF HF, b) CaCO, 
填 ク リス トペ ー ル を 石 ; CaO と SiO, Off 
WREAU, Zk YCa,SiO, Hix CaSiO。 
の 何れ か を 品 出 す 。 p-t 曲線 は CaC。 十 
水晶 > CaSiO。 の 曲線 の 下方 に 位置 し , 
CaCO。 十 水 品 十 水 分 っ Ca。SiO。 の 高 礎 
曲線 た 比 す た 更に 下方 た に あり 。 (RUBE IC 
於 ける 作用 速 席 を 水分 の 存在 た 於 て 決定 
Vg X PBI ICL L & ARR & 
し じ し 得 ず 。 c) NagCO,+CaCO, (£7 Hic 
CSR) + 7 UV APA BR: RRM is 
Wk OBA ICH LK , TOM BAKO 
如 し 

3[Na,Ca {CO3)o] +6[S10, |cristob.= 

[Na,O0-2Ca0-3Si0,] +2[Na,0-CaO. 
3SiO。] 十 6(CO。) B XMABBick V 
確認 され た りり eo Il. FI ANALG, 
fi BBE, VeH SiO. と K,CO, と の 作用 
SiO, と K,CO; と の 作用 は KO & SiO, 
の 回 流 距 を 生じ , K,SiO, 或 は K,Si,O, 
mi) a) ZY ARN—-72G+K,CO;: 
40% 以上 の KSi,O, MH x HL, we 


の 線 を 認め ず 。 b) HHH + K,CO,: 
KK。Si。O。 の 線 一 本 を 認め , 他 は IL COE 
物 の 線 な り 。 C) te iy SiO,+K_CO, at 
544° RK。Si。O。 の 三線 を 認め ず 。 MH 
wie Tit 600~650? KCLERMDEY 
き 。 d) 7k +K,CO,: —BEX K。SisO。 
REBL ZEOEHD RAIMI. (7 Y 
ARN-ABRUE WIR SiO, (a HEAR 
は 石英 より る も 高き 初 康 を 奥 ふ ) KySiOg 
作用 た つき 従前 の 結果 と 一 致す 。 蒸 累 麻 
は K,O-SiO, IA HEX U {if as ARLE TS 
MICKEY C,RUPH © Fe ck Y CHR 
す , AUER BB a FE te 5 kot O FF HE 
する 時 た に の み 生 じ , P,O; Ik CaCl, の 
A & WR DARED 6 Hk RAI & 
WF, (Z. anorg. Chem., 242. 393~405. 
1939) [高根 】 


= a 


6534, FESROAR ESS Berl, E. and 
Koerber, W. 

KER OVER BAL TOL DY OFAEFEICHS T 
TNS 225A Pek LS (SRB RT Ar ヵ 
リ に 依り て 酸化 する 時 生成 物 と し て 主 と 
し て 芳香 族 化合 物 を 生ずる 事 党 か ら , 葬 
BIE te P= v RHO BBR S TLE 
Fischer, Bone WE® 54 fi} tetrdk , 3854 
は 繊維 素 淡 の 酸化 生成 物 中 より る 相 営 多 
量 の 天然 源 青 油 と 同様 な 芳香 族 化合 物 を 
分 離し 得る 事 を 示し , 敵 水 化 物 も 赤 湊 青 
PRO He ALES eV ES HERES Vg Mh] 
Mist +-bpr7v—-Y & IAL, MRE HE 
200 gr を OOS N OFF PERS SEM 1 と 共に 
325°C に 加熱 し , 得 た る 黒色 の 繊維 素敵 


#8. 97 
j 


6 fh 23(47) 


118:3g を 150mesh C# REL, Z 
BH eC Ze.) $3 A SPR tak 33 g ( 
HiIM~O S ELAR W BE (4% HZ) 20cc. RU 
苦 性 費 達 液 の 存在 の 下 に 酸化 せり 。(Ind. 
Eng. Chem., 82, 676, 1940) (4248) 
6535, 石炭 分解 ガ が ソリ ン 化 法 (IV) ff 
HEB, 吉永 儀 一 郎 
乾 飲 に 依り 義生 する 来 凝縮 油分 1 
WawoOR-nrRKBRO— 
VOC HFAE LFF © BEES 
JN fe (WAVE TE eB EL EE Be) 
eee cecccccccece see 400~450°C 
Kil we (PUBS Be) …… 400~470°C 
PUR Pe (we A RELL O 
SAG aires see 350~430°C 
TE Y 9 Heth OD WAX S ABE WE He 470+ 
5°C, 490°+-5°C, 4354.5°C wey, 
SWE v Vv (ERE © WWE © Yea BE IK 1S 
影響 は , 活 性 疲 の 場合 に は 生成 油 の 比重 
Die b WE BEI BC ME BE 470~480°C な 
Yo ROREUBE 400~510°C の 生成 油 の 性 
Ris BIT, YF Y 17 (AE) を 用 
bk SYA ABI D LEM Ose BIS HE 
(i, BOMBA BER 500°C te 09 RIC 450~ 
520°C の 生成 油 の 性 質 は 良好 な うり 。 
fot: (GPE Re) の 重量 増加 を も た ら す さ 
% Wy PIL , PC MEV HE 400~430°C>430~ 
460°C > 460 ~ 480°C < 480 ~500°C> 
500 ~ 530°C の 順に 高 分子 量 の 有機 物 に 
LT, KR 400 ~ 430°C < 430 ~460°C < 
460~ 480°C < 480~500°C < 500~530° 


を を 12 
(5% 液 ) 


7E FF [WRK Sh TRIE 


C DMR IC HEED Xk TIC FAW. © 
な り 。 (Ht Peat RK, 19, 1387~1402, 昭 
15) [AKI 


OBR 


6836, I=FABICHTS ARO 
Matt, R.A. 

7-7 AM ARICIGIEME te S eS 
FEZ OD ADR RE MIRO L te SICIEF 
Pe — 7 %Uk ZH OCH BA DS PO Bik 
化 層 の 膨 膜 力 を 押 へ る 働き を な し て 居り 
ZAR TI BS AERA WO 2 BD CHR RE IC EN 
WUT LS WCB GEE BIT SB 
IC ILIBIRO KP k Y BAB O sd ¢ 
POUCH te SE SES LS, Bicwm 
A DBM E~ SDS V . WO REBE 
BAGS ICR BBE EB L akop it 5 
7% の 時 が 最少 な り 。 Bb HV RE PRIS 
tet BERBERA L CaS EAD SBD 
BEI TLIY TRY g TREO $5 — jee ic was 
11% (28.5 % FREES) WE O BRO GEIB 
(LGR V, MK Cah L SHS AR 
RUBRIC K V HAM HEL te B_ (J. Inst. 
Feul, 18, 189, 1940) (#2#5) 


参 考 科 B 
6387, SiO, OBB IRB 


FPR ES Sy BIC GR L KTS S PEBAPR IC 
L, RBS GE, MEIC IE ZK RU 
を 名 へ CHAD, CORBKCDER ORM 
TS VRUK IC BS AES OES, 2 EO RRB 
固 す る 事 必要 な り 。2 回 の 手 敷 を 除く 乱 , 
著者 は 最初 の 燈 融 物 を 臣 酸 た 深 し , 恭 開 , 
130°C ict 1 EMR SK Ror 
Vic lice の 永 錯 酸 を 加 へ , 更 に 水 CO~ 
ON oie 
5C YRB & HO PRG Vg >h THE 
bangle ie at, seat, 
し 得る も の な り 。 即ち 本 方 法 に よれ ば , 


ie aa) HAR MRR BS iz #8 98 
Al We DHE HEI IC -C S10, を 正確 だ 定 | その 温度 は 46 7528 68°C。 化 看 分 析 を 行 
FED S EES REO 7H BEE 1304135°C | る に K 紫 等 は 火山 性 の も の に し し て, 下降 


が 適 営 た に し て ,160°C 以上 に 及ぶ 時 は Al, 
Fe 臣 も 赤 錯 酸 に 不 沙 性 と な る 恐れ あ 
(東北 理科 誠人 告 , 29, 440 ~445, 9B 15)CA 
AJ 

6338, Anaglyphen jx ic fk 9 18 i, 
元 作 用 等 を 立 護 的 に 園 示す る 方 法 Lin- 
hard, M. 

燈 解 , 居 元 其他 の 物理 化 學 的 現象 な 三 
REEFHICLY HAIS\HSZ( 2 
を 紙上 の 賠 た て 理解 する は 必 々 困難 な 
Yo COMME e PRs > SF, FEA Vr BSS 
DABS HOb ie anaglyphen 法 
ZR, &, Ro HA OMA 3 fa HY 
2,22 (A) (A) OMB BL TH 
る 方 法 を 提唱 さり 。 そ の 例 と し て 三成 分 
系 Pb-Bi-Sn, owiehe F 7 Isl, ENA 
Zeke =e F 7 Tl RU CO, CO3 に よる 
Sh ick SASL IGP Ee A fia] aS 

L, t OFF REKE BHT. ZeEMSKY 
SHhbP kn Ss Re BS., MMOH 
WEI EY By OL SA BE a, BE oy A lia) 
% WRAY IC ARS S Pyjit O. Rellensmann 
CL UR MICO RICRM~AbHTCHYV, 
(Metall u. Erz, 37, 225~231, om) CA 
A 
6339, Ta Ai OR ROD 
Wang T., Lin Y. 

ia CE A IN UE © Uh 泉 (LOAM D} VY 
FIERBUOK CHIC? SLOLICL 
CRE < ORY IC fleet bot REL CIR AER , 


DW's | 


| 


bur 


7K DS RD 4o IK fii CAC K&L ORS 
べし 。 HAO 10 敷 個 の 試料 た つき て 分 
Ba REI OSEE LR 

o WLU CHE OM BK, FB 
de hots 
RLY COBALT LH Sli MIRS Sd — 
HRS), tO ICM RUA HMICK UV te 
せり 。 猫 紫 等 温泉 は , 地下 LOR 以上 の 
深 所 より 湧出 する に 拘ら ちず, アム モ ェ = ヤ , 
蛋白 質物 , 奏 酸 忠 類 等 を 混ぜ る は 注目 す 


| “Lo, (Am. Journ. Sci , 288, 799~804, 


1940) [加藤 ] 
6340, FRSiORIS Owen, E. A. 
HERR D BFE & BABA OA IE IC CRAIG 
SRO o WBE y>ag>(ay+ 
y)y IS YEAS B BY GE RE © BHI e ARO 
i < BABY HES y AM RIL, tH 
(LEB S BIC KY T 0; FAC BRMEL, 
ay FAIL Fe rc Ni 535 ty PVA PRE MeL, 
% OFGEREEIEL T APB ERT Sd 
PRRs ee ICL T, 3 
MO UMBE & IS. 3 Fla eM te SB Kam- 
DAES 9 Bic Bhp 
理 の 結果 結 上 品 の 成長 , Widmanstatten 
He KAT SOMERS, Bclua 
fi D plessite を 生 す 。 Bb kamacite と 
taenite の 微細 結 品 より な る 本 質 的 な 
plessite と metaplessite std #7 4R ay 4 
Bk At, (Phil. Mag. 29. 553~567. 
1940) (HI 


aeite £ taenite £4 


Ba+ne 


es BR RRB & ik BH 
本 8 @ A 
BE mh 津 RB 
Ss Fete HES BAB 高橋 純一 坪井 誠太郎 
鈴木 fie 伊藤 ATi 
ES = fz VES BRAN B@ 3 = tt 高根 勝利 
= = ft PY ieee 
本 @ @ BGW 
FAR 党 誠 Ala 富松 上 床 Bye 小川 BRIA AFF LSB 
AW Be Sik faz 加藤 GRR 木下 GR 木村 NEB 
EMAAR EP ARR. + OS 竹内 HEE Nie fia Ah eae = 
FH ER Ep 中 村 新 太郎 BS FAA BE pa HE ZB iia FA 連 
藤村 幸一 ia fe 忠男 保科 正昭 本 間 不 二男 松本 唯一 
松山 基 範 松原 jz Ff LZ 山口 孝三 山田 (RHE 
山根 新区 
本 誌 抄録 欄 描 任 者 (きす gf) 
大 森 夏 一 加茂 ASHE 河野 sere CRAKE = Fu 瀬戸 BB 
(he 純一 竹内 KE 高根 BH 中野 RR 根 橋 雄太 郎 
FE is 八木 RB 八木 健三 VES BARES VES FTA 
昭和 十 六 年 一 月 廿 去 日 印刷 | A @ A ih 
eee. ae MEET Tee hee Tt 
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